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津波襲来時の［岩繭漁港
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繍書状潟

蕪船被害 66隻

●滅失 16隻

●流失 20隻

●破損 30隻
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港内から防波堤帽量テトラポットにII（沢辺漁港）
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災害視察のだめ北村青森県知事
ヘリコフターで来村（岩中グランド）



． 
加藤国土庁長官をはじめとする
政府調査団の被害視察（岩崎漁港）
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1. 岩崎南l」＼学校 2. 岩崎l」＼学校
● 1年 ＜どう みなこ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • ・R • 1年 さかい みちこ・・・....…..・・・・⑤

● 1年 しちのへ みちこ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑮ • 1年 きくちゆりこ••…......…〇

• 2年 しちのへ ひろし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・R • 2年 いずみや あや子・・・・・・・・..…..•⑤

• 2年 くまがい め＜み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・R • 2年 西 田 春 男・・・・・・・・・・・・・・··~

• 3年 秋 元 孝 之・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.・・<ID • 3年A組平沢まき……………R

• 3年 板 谷 育 子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・R • 3年B組西川清美……………・@

• 4年 蝦 名 美 香・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • O • 4年 境 勇 次・・・・・・・・・・・・・・..⑤

• 4年 工 藤 ゆかり・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •···Ei • 4年 泉 谷 純 子・・・・・・・..…..•⑤

• 5年 菊 池 隆 行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •® • 5年A組早坂和子…………••⑮
§ 

• 5年 加 藤 登喜子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • O • 5年B組塩谷雅俊……………•⑮

• 6年 七 戸 宏 信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • O • 6年A組笹森 寧・・・・・・・・・・・・・・・・＠

• 6年 大 屋 元 子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑮ • 6年B組萱森貴子……………・@

● 1年B組熊谷

● 1年B組伊藤

• 2年B組神林

• 3年A組布施

• 3年A組大屋

• 3年A組白崎

• 3年A組堀内
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3.岩崎中学校
敏 博・・・・・・・・・・・・・・R

幸 子・・・・・・・・・・・・・・ • R 

友 広・・・・・・・・・・・・・ • ・ R 

則 昭・・・・・・・・・・・・・...@ 

節 子・・・・・・・・・・・・・・・⑨

美智代・・・・・・・・・・・・・...~ 

孝 子・・・・・・・・・・・・・・・ •⑮ 

4. - 般
●鶴田中学校3学年加賀谷孝子………•⑮

●能代市上町関戸広司………·€1>

●岩誇村大字大間越蝦名理三郎………•⑮

●岩崎村大字岩綺七戸 猛・・・・・・・・・R

●岩崎村大字沢辺堀内和三郎………・R
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『こわかつだじしん』

1年＜ど うみなこ

おべんとうを、だべて、いだときに、きゅうに、じ

しんガあつだので、びつくりしましだ。わだしは、だ

べものを、くちにいれたらきだので、つくえのしたに

かくれなガら、だべましだ。そとへ、ひなんして、す

こしたつだら、つなみだというのガ、あったので、山

ヘ ひなんしましだ。それからも、ぴんぽんばんーと

なつだら つなみガきだとわだしはおもってしまい

ます。つなみが、おさまつだので 山からありてきま

した。それで、せんせいガ、「あしっこガでるひと。」

と きいだらいちねんせいはしちにんともでしだ。そ

れから せんせいもあしつこでした。

それでおしつこガ あわってから、そうじをしてか

らいえヘガえりましだ。

『大きいじしん』

1年しちのへみちこ

ごがつのにじゅうろくにちのじしんガこわかつだ。

そしてしんどごだっだ。それでつくえにガくれていま

しだ。つくえのなガは、まつくらです。そしてこわか

つだです。そしてひなんをしましだ。それでだいぶあ

つかなガつだよ。そしてきようしつはそんなにこわれ

なかつだです。それでもじんくんははしをもってきて

いましだ。そして1こねんせいの人ガぞうきんをもって

きていましだ。

『じしんのこと』

2年しちのへひろし

5月26日に、日本かいちゅうぶじしんガ、ありま

だ。

そのとき、 2年生は、そうじガ、おわって、ガだ

ける、ころでしだ。ぽくガ、きようしつに、入いっ

ら、きゅうに、じしんガ、きましだ。そしだら、ぽ

は、すぐおさまると、思って、いましだ。

そしだら、だんだん、ゆれかはげしく、なって、

きましだ。

そして、みんな、つくえの、中にガくれましだ。

して、先生ガ、きて、外に、出ましだ。はじめは、

ばふに、にげましだ。こんどは、ワランドに、にげ

しだ。

そして、ぼくだちガ、あしゃべりを、していだら、

さいとう先生ガ、「そんなに、あしゃべり、するなら、

今に、しぬぞQJと、いいましだ。

そしだら、ぼくだちは、しすかこしましだ。先生

だガ、車を、しばふの、ところに、もってきましだ

ほいくしょの、先生ガ門こげろ―q と、いいましだ。

そしだら、みんな、走つて、スキー山に、いく、 1
だけに、 1こげましだ。そして、すっと、すわって、

ましだ。

そして、じしんガ、あさまつて、学校に、ガえり

しだ。

とても、いい、だいけんでしだ。

R
 

『地しんのこと』

2年くまがいめくあみ

5月26巳に、日本かいちゅうぶ地しんガありましだ。

2年生は、そうじを、していましだ。わだしは、ゴミ

/＼コのゴミを なげに、行くところでしだ。ろうかこ

ゴミバコを おいてきようしつに入って、つくえの

下に ガくれましだ。わだしは、こうじを している

のガと思いましだ。そして、ゆれガ あさまると き

ょうとう先生ガ「にげろ心とさけんだのでにげま

しだ。そして、しばふの ところに 6年生から1年
生まで ガだまつて、すわりましだ。そして、しばら

くすると、つなみけいほうガ入つだので4年生ガ

せんとうになって6年生ガ後ろに なって、ならん

で山のほうににげましだ。うみのほうをみ

ているとつなみガひいていきましだ。うみの色ガ

おガしくなりましだ。みガこさんは、なガないで、女

4人ないてしまいましだ。ほかこ ないだ人もいまし

だ。つなみは、こわいなあ。

『日本洒中部地震』

3年板谷育子

五月二十穴日大きな地震があきましだ。

はじめての、大きい地震でしだので、とてもびつく

りして泣いてしまいましだ。

地震ガあさまつだので、ほっとしてグランドに出る

と、こんどは、つなみなのでまだ、泣いてしまいましだ。

みんなは、ひっしでにげるのに、わだしだけは、歩

いて家の人の名前をよびつづけていましだ。

一人の人ガ、わだしをはげましてくれだので、なん

とか山にひなんしましだ。

山の畑こいて、泡の方を見ているとつなみの、一回

目ガ来ると、家の人のことを思い出して、泣いてしま

いましだ。

すこしだつだら、つなみけいほうガ、ガいじよされ

だので、学校にもどり、おそうじをして、家に勝りま

しだ。
そして、おばあさんの顔を見ると、ほっとしましだ。

あばあさんは、まだ家の中にいるとゆれるから、こ

わいと言って外に出ていましだ。

五時ころやっと家の中に入っていつでもにげられる

ように、じゅんびしましだ。

その夜、みんなかだまつて、もうふーまいをきてざ

しきにねましだ。

その日一日は、すっとよしんガきていました。

あの時のことは、いまでもわすれすに、あぼえてい

『地 震』

3年秋元孝之

五月二十六巳のあ昼ごろ、震度五の大きな地震ガあ

りましだ。その時、ぼくだちはごはんを食べていまし

だ。すると、急1こゆれはじめましだ。ぼくはとてもあ

どろきましだ。

「下にガくれろQJと先生ガ言っだので、ぽくはす早く

つくえの下にガくれましだ。

それからしばらくして、ゆれガ少なくなつだので、

急いで外に出ましだ。そして、しばふにならびましだ。

けれども、だて物ガだあれて来るといけないので、グ

ランドにならびましだ。横や後ろを見ると、泣いてい

る人もいましだ。そこへほいくしょの先生ガやって来

て、「つなみ、来だんだよ」とさけんだので、みんなび

っくりして、あわてて山の方へ走つて行くと、しまむ

ら先生に止められましだ。その時、どうしてだろうと

思いましだ。

すると、しまむら先生は「車にひかれだらどうする

んだ心とみんなをしかりましだ。

ぽくも走つだので、あぶなかつだなあと、心の中で

思いましだ。

そのあと山にひなんしましだ。そこでつなみを見て、

ぼくの家はだいじようぶガなと思いましだ。そのあと、

じゅぎようしないで家へ帰りましだ。とてもこわかつ

だです。

『自分で体験しだおそろしい地震』

4年蝦名美香

私は、十一時五十分にごはんを食べ終りました。そ

して、理科室のそうじをして、 1本育館に修子さんだち

と行っだら、六年生の、男の人ガそうじをしていて、

体育舘の外の方でまつていだら、ガタガタと音ガして、

六年生のせいとガ、「地震だにげろQJ

と、言いましだ。そして、私もいつしふこにげようと

しだら、防火とびらガ一つしまつてみんなガ、ガだほ

うのとびらからにげていって、私だけガのこって六年

生の人の方に走つていつだら、しばふガよこに大きく

ゆれて、六年生の人に、つかまりましだ。二、三分し

だら先生ガきて、こうていに、あつまつて、ほいくし

ょの、工藤先生が大きな声で、

「もう、つなみきだってQJ

と、言つだらみんなガいつせいに、走りましだ。先生

ガ、「とまれ。とまれQJ

と大きな声でさけんではんぶんの人ガとまつだけれど

さきにいってしまつだ人もいましだ。そして、先生ガ

せんとうになって山にあガったらつなみがきましだ。

私はすごくこわガつだです。

おばあちゃんのことガ1隕＼配でなみだガでましだ。
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『自分で体験しだ

あそろしい地しん』

4年工藤 ゆかり

きのう、理科室のそうじガ、終わって体育館の

ろうかこ、行っだら急に ぐらぐらして、立つていら

れなくなりましだ。（地しんだ。）と、思つだらぽうか

とびらガ しまりそうに、なりましだ。理科室の方へ

来ていだ、ひろし君ガ

「しまるぞーQJ

と、言つだので 1まうかとびらガ、しまる前に にげ

ていきましだ。美香さんだけガ、のこっだので 1闘＼配

になりましだ。だから、 （早く地しんガ あさまれば

いいな。）と、思ってガいだんまでくると急に、ぐら

ぐらくらくらとなつだガら 前を走つていだ潔君ガ

ころんでもガいていましだ。わだしガ 走つて教室に、

行つだら先生ガ、

「頭、出すな一QJ

「さわぐな一QJ

「声、だすな一QJ

と、言っていましだ。わだしの つくえには弘君ガ、

入っていましだ。弘君のつくえには、欣幸君ガ入

つていましだ。わだしは、入る所ガ、ないのでわだし

のつくえの、あいている所に入りましだ。わたし

は、まだ美香さんのことガ l園＼配で、なりませんでし

だ。しばらくして、きくち先生か

'Iこげろー。 1こげろーQl

と言つだので島村先生ガ、

「ならベー。いくぞーQJ

と、言つだので ならびましだ。そして、ならんだら

先生ガ 走りだしたので、わだしもあとについて走り

ましだ。ガいだんを、ありて ろうかこでるとぽう力‘

とびらガ、しまつていましだ。先生ガ、 1まうガとびら

をひらいて、

「にげろー。 1こげろーQJ

と、言いました。わだしだちは、非常口へ 行っだら、

そこもしまつていましだ。島村先生ガ、

「と、あけろーQJ

と、言いましだ。それで、一番近い 友和君ガ、非常

口のとをあけだらみんなかいつせいにとびだ

していきましだ。島村先生ガ、やっとわたしだちの所

へ来ましだ。

「ならベー。ならベーQJ

と、言っだので4年生は ならびましだ。しばらくし

て、全校ガならんだら、

「学校ガだあれるかもしれないから、グランドへ

ならベーQJ

と、言いましだ。グランドに ならんだら、ほうそう

ガ、ありましだ。終わっだら先生ガ「あと、 3分でつ

なみガあるぞーQJ

と、言いおわらないうちに、

「わー。

と、言いなガら 追路へ、とびだしていきましだ。

しだら、先生ガ

「止まれ。止まれq

と、言つだので止まりましだ。先生ガ、先に立っ

せんろの方へ走りましだ。せんろを よこぎつて

国造を通つだら小道ガありましだ。そこを上

だらバスの、運転手の、熊谷さんの細こ、なりま

しだ。そこにひなんして そこで、ラジオを きいだ

り、ほうそうを きいだりして、一時間半くらいた

ましだ。地しんや、つなみガ あさまつだので、学

ヘ掃りましだ。

『ほくの地震体験』

5年菊池隆行

五月二十六巳の、昼ごろ、とつ然、グラグラと ゆ

れだ。

ぼくは、あわてて、近くの机にガくれだ。五分くら

いゆれガ続いだ。

ゆれガおさまつだので、教頭先生ガ、

「みんなーにげろ一つo

『私の地震体験』

5年加藤登喜子

五自二十六日、 0時すぎごろ そうじガ終わって図

書室の ろう下の所で、遊んでいだら、急に、ワラワ

ラ と地震ガ来ましだ。

私は、教室に走つて来ましだ。

でも、教室は、まだそうじガ 終わっていなかつだ

ので、後ろの方の机は、はこんでいませんでしだ。

私は、そのばで、座つてしまいましだ。

まだ、地震はおさまつていませんでしだ。やっとの

ところで机の中にガくれだと思つだら、ゆれガ、少

しおさまつだので、いそいで、外に、 iこげましだ。

もう 何人かの人は、ないていましだ。

放送で、津波ガ来るので、ひなんして下さいと い

つだら、みんな、いつせいに、 1こげましだ。

もう女の子は、だいていの人は、ないていましだ。

でも私は、ないていて、前ガみえなくなつだりする

と、ころんでしまうから、私は、ガまんしましだ。

国適をこえて、山の畑こひなんしましだ。ラジオな

どを間いだりして、活を見だら、岩ガ見えていて、

もうすこしだつと、砂ガ見えていましだ。

そして、二、三時間だって、やっと、学校に帰りま

しだ。

でもまだ、よしんは、ちょくちょく、きていましだ。

学校に帰って来ると、すごいもんでしだ。函工室は、

人形などガぉちてきて、首ガとれてある人形もありま

しだ。

図工室の、じゅんび室は、すごかつだです。図書室

は、地球ぎガあちて、われていだり、本ガあちだりし

ていましだ。

それから、あとしまつをしましだ。

そして、家に帰りましだ。

家の中は、げんかんからもうめちゃくちゃでしだ。

中にはちを あいてあったので、エガ、ちらばつて

いましだ。

一番びつくりしだのは、電気ガ、おちて、われてい

だのでしだ。

十二湖の方も、岩などかくすれていて、あ父さん

ゃお田さんガ、これなガつだので、あばあちゃんガ、

きてくれて、やっとのことで、力ですけましだ。

今でも、大きな、岩ガ、あります。

生れて、はじめての、大きな地震なので、こわかつ

だです。

まだ大きな、地震ガ、きだら、けいけんしだことを、

おもいだして、ひなんなどをしだいと 思います。

いい体験でしだ。

と言つだので、外へにげだ。

外へ出ると、泣いている子も、何人かいだ。すると放

送で、

「津波警報」

ガ、出だので、急いで近くの山へ登つだ。山へ着く

と、まだ、ワラグラとゆれだ。

ぼくは、

「家にいる、あ田さんとお父さんは、大丈夫かなあ凶

と思いましだ。

そして、泡を見回すと、 「しあさいの所に、津波

ガ、見えだ。

ぼくは、びつくりしだ。 1可時間くらい山へいだだろ

うか、ぽくだちは、やっと山からありだ。

すると、先生の机は、めちゃくちゃになっていだ。

ぼくだちは学校のそうじをしだ。

園書室では、地球ぎガ、落ちて、われていだ。保健

室では、花びんがわれていだ。

そして、そうじガ終つて家に帰つだ。

お田さんの顔は青くなっていだ。

家のポチは、なんともなガつだような顔をしていだ。

この、五月二十六日にあこっだ、地震は、とても

こわかつだ。

而 R
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『恐しい地震』

6年七 戸宏信

地震発生時、友達と一緒［こ掃除をしていましだ。ゅ

れだとだん噂ItJ起こっだんだ」と思いなガら、心の

中では、とてもびつくりしましだ。

地震はだんだんと強くなり、この場所に立つていら

れなくなりました。

この場所から教室まで近かつだのでゆれるろう下を、

走つて教室の机の中［こ、ガくれましだ。

ようやくゆれはおさまつてきましだ。

ぽくは口では言わなかつだけれど心の中では「もう

死ぬんじゃないガな」と思いましだ。あさまつだとだ

んみんな芝生に集まりましだ。でも体育館ガだあれだ

りするときけんなのでグランドに行きましだ。

間もなく、保育所の先生ガさけぷような声で「津波

ガもう少しで来るよう」と言ったのでみんな走つて国

道をこえ洒の見える畑へ遥難しましだ。

本当は島村先生を先頭に避難しなければならなかつ

だのに、みんなあわてて、ただ走つていつてしまいま

しだ。放送では何度も津波警報ガ出されましだ。

ようやく津波警報の解除ガ出されましだ。

学校にもどつてガら掃除を、やり匿しました。学校

の中はもうメチャクチャでしだ。

花びんガ割れだり、地球ぎガこわれだりしていまし

だ。かべにも、ひびが可ヵ所にも入っていました。

家に帰ってガらメモ帳に、今日のことを記録してお

きましだ。

地震とは、とても恐しいものだと、つくづく思わせ

ました。

『おそろしい地震の体験』

6年大 屋元子

五自二十六巳の十二時過ぎ、わだしは、匿美さんと

トイレのそうじをしていましだ。

わだしは、地震ガくるなんて思ってもいませんでし

だから、いつもどうりほうきではいていて、直美さん

も、ゴム手ぶくろをはいてバケツを置き、 i更拐を洗あ

うとしていだときとても大きなゆれガきましだ。

今者えると、「あほかI」と、思うけれどその時は、

てつきりトイレの前をそうじしていだ五年生の男の人

ガいだすらをしているなどと考えていましだ。

けれども、匿美さんは、すぐ気付いだようで、ゆれ

ている中を、教室まで走つていきましだ。わだしも、

なんだかわガらないままに教室に行き、机の中にか

れてから、 「あつ地震だ．！！」と、やっと気ガ付きま

だ。

ゆれガあさまつてから、ほうきをけとばし匿美さん

もゴム手ぶくろをはいだまま、みんなと校庭にひなん

しましだ。

しばらくして、洒の様子を見に行つだ保育所の工藤

先生ガ、 「つなみくるよ―.9」とさけんだので、いそ

いで山にひなんしましだ。

つなみで、だくさんの人ガなくなりましだ。船を；，

されて、これガらの生活になやまされている人もいる

ようです。とくに、私といくつも年のちがわない小学

生ガ、楽しみにしていだ遠足で死んだのガ、かわいそ

うです。

この、日本酒中部地震の体験を、むだにしないよう

にしだいと思います。 『こわかつだ 地しん』

2年いずみやあやこ

わだしは、地しんガこわいと思いましだ。地し

んガ、おこっだときみんなきょうとう先生につ

れられて 山に 1こげましだ。山に ［こげてついだ

とき、うみの方を、見だら 1ふねガ ひつくりかえっ

ていましだ。ようく 見だら うすまきガ、グルグル

まわっていましだ。ふねガのみこまれそうに な

つて、すこし あさまつだとき山からありてきましだ。

すこしだって おうちにかえることになって、校長

先生ガ「ガばんはおいて、じてん車に のつてきだ人

も、じてん車をおいて、かえつて くださいQJといっ

だら わだしは、 「らくちんだな忍と思いましだ。

おうちにガえつてようちえんにいつだらに

のみや金じろうガあちて 首ガもげていましだ。

わだしは、 「にのみや金じろうガ、かわいそうだな

ぁQJと思いましだ。みせに行っだら、あかあさんガ、

「うっているもの、きれいにおじだoといいましだ。

わだしガ見だら、 I＼ミンワの下のところガ、もれてい

ましだ。

『すごかつだ、じしん』

1年
さかいみちこ

わだしのうちはすごかつだ

です。

でんきは あちてこわれだし

そして、わだしのへやは ぐちゃ

ぐちゃです。あるくところガあり

ません。わだしの しんせきのう

ちは、みすだらけです。うみのみ

すガ、まどから はいってきまし

だ。

『すごかつだ、じしん』

1年

きくちゆりこ

うちの にガいは、テレビや

だんすや［まんガふとんのう

えにいつばいあちていましだ。

うちのだん［まのほうをみ

だらきしゃガとんねるのと

ころでとまっていましだ。な

ん［こちもとまつていましだ。

てつきようを なおしていると

ころをみましだ。

びんでできているものは、われていましだ。

あうちにガえりましだ。そしだら、おばあちゃんガ

「コップ三つもわれだoといいましだ。

よるになってわだしは、おじいちゃんから「森山で

地われしだどoと、ききましだ。

わだしは、ニュースを見ましだ。そしたら、つなみ

にのみこまれだ人ガ いだとききましだ。わだしは、

こわくなってけしましだ。

ごはんになって わだしは、うれしくなって食べ

ようとしましだ。けれど、きゅうに、つなみに のみ

こまれだ人の ことを思いだして ひと□しガ食べな

ガつだ。わだしは、あもしろい本をよんで、こわいこ

とを、わ叩れようと思って 本をもつてきてよみまし

だ。でも、なかなガ わらえませんでしだ。

わだしは、地しんのことを、思いだすだけで こわ

くなってしまいます。

あにいさんは、地しんを「地しんのおガげで しゅ

くだいねくなつだじゃoと、地しんをほめていましだ。

わだしは、あにいさんのことを「ばあガoと思いまし

だ。

⑤ 
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『どうして地しんがあきだ』

2年西田春男

あっといぼくだちガ体いくでタイヤをころ

ガしていると、きゅうに地しんガおきましだ。

ぽくは、すぐ とまると思っていだ。そしたら

すぐに とまらなかつだ。ぼくは、やつばり ［こげた。

外に出ると、まだゆれていだ。

ぽくは、しゃガんだ。でも 地めんは、うごいて

いだガら ころんだ。
こんど山にひなんしたらうみガ貝えだ。そ

しだらつなみガふねをぐるぐると、ひつばつて

いだ。赤色のふねガしすんでいつだ。ぼくは、

びつくりしだ。
もうーだいのふねは、だすかつだ。こんどクレ

ーン車ににているふねガなガされだ。

ガえるとき、さざない川にふねガはんだい［こ

なっていだ。

いえに行ってみるとれいぞうこガまん中に

あつだ。

おじいさんと おばあさんは、外に 1こげて いま

しだ。

『けつこん式は大地しん』

3年A組平沢まき

わだしは、地しんガ あきる時、こうみんガんの二

卿こいましだ。

その時は、ひろうえんガ もう少しで、はじまると

ころでしだ。
しんせきの じゅん君と、みつゆき君と、じゅん君

の妹のなあみちゃんと、じゅん君の お父さんとい

ましだ。

みつゆき君と、じゅん君ガ、紙ひこうきをとばそう

として足を一歩前に出しだ時地しんガおきまし

だ。
くらぐらぐら一 ぐらくら一、花びんや、はいざら

ガテーブルからおちて、だんだん地しんガ大きくな

っていきます。じゅんくんのお父さんガ rじゅん早く

こい.J といつて、じゅIvくんと、わだしと、みつゆき

くんと、なあみちゃんと いそいで下に走つて にげ

ましだ。

げんガんガら みんないそいで出てガら 二分くら

いしだら とまつだのでこうみんかんに はいつだ

らまだ大地しんガあこりましだ。

そしだらつなみになりましだ。せんろをこえ

大きななみガやってきだ。

ふつうのなみより大きい大きいなみですぐ

ク／忍

/ 

わだしたちは 1こげたからしらないけど

きそうでしだ。

「山のあくさにげれ一つなみだど一QJ

とだれかガ大きな声でさけびましだ。

学校のところまで車できましだ。

そのとき南の方を貝だら くすれ山ガくすれ

すごいけむりでしだ。

わだしは本当にびつくりしましだ。

なぜだというと おばあちゃんも

「こんだ地しんみだごどねq

という地しんを わだしガみだガらです。

大地しんをみだときは本当にびつくりしま

だ。

大地しんは あとなければいいです。

そしてわだしだちのひなんしだところは学

より 少しのぽつだところの しらとりさんの家で

コップガだくさんわれていて ガラスかけらガ

くさんちらばつていて よしんガだくさんありまし

そしてつなみガあさまつだらもどりましだ

だべるものガ地しんでゆれた力も しょうゆガ

こぼれだり あかあさんだちはふくの1こだいヘ

そうでしだ。

それガらひろうえんガ はじまりましだ。

そして時間ガすぎてひろうえんガ あわりましだ。

家にみんなで帰ってガらよその人ガだくさ

きましだ。

おかあさんだちのへやは ガくガとれて

だんすガうごいて下のへやのテレビは

いすれていて 家ガぐちゃぐちゃになってしまいま

しだ。

なんで あんな地しんガくるんだろうと思いましだ。

だからけつこん式は 大地しんだ。

『じしん』

3年B組西川清美

ガラスもわれ、テレビも、おちましだ。図書室の、

本もだあれて、とってもこわかつだ。

かやもりさんの、拙も泥の水ガ来て、川のようにな

つていましだ。

とってもびつくりしだ。

じしんのとき、おかあさんは、わだしをしんぱいし

てくれだそうです。

わだしは、

「学校のふな、どうしたかな、かめ、どうしだのかな。

と、そればガり思って、いましだ。

はじめての、じしんとっても、こわかつだです。

わだしの家の、まわりの土に、ひびガ、はいって、

いましだ。

しのぶちゃん、あき子ちゃん、はじめくんはふるえな

から、

「こわい、こわいQJ

と、ないていましだ。

六二、三、四、五、六年生は、山へ行きましだ。一

人も、けガしだ人は、いなくて、よガつだです。

上の木ガ、あちてきそうに、なっていましだ。

今日は、とっても、とっても、こわかつだ。洒の、

水ガ、うすを まいてなみは、岩を こして、いきま

しだ。

わだしは、だんだんこわくなり、ふるえて、きそう

になって、しまいましだ。

中学生は、学校に、来ていましだ。

こんど、下へ、おりて行くと、少しなみガ、ゃんで来

て、いましだ。

わだしは、ほっとしました。

でも、まだ少し、じしんはとまつて、いません。

ランドセルも、道具ももつて、いガないで中のくつ

のままで、先生と、癌りましだ。

わだしは、じしんガなって、つなみガくると言うこ

とかわガらなガつだ。

今日の、はじめてのじしんは、はじめてなのでとっ

ても、おそろしかつだ。

けガとかは、しないけれど、とってもあそろしガつ

だ、だとえば、コップや、ハブラシ、テレビガ落だこ

と、船ガ、しすんでいくこと、そういうのガ とって

も、とつても、おそろしかつだです。

rtJ'ベガ、落て、こないガなQJ

「家ガ、つぶれないガなQJ

と、わだしは、思つだ。

つくえガ、

rガタ、ガタ、ガタ9l

と、動いて、頭ガ、つくえにぶつかつだりしましだ。

とっても、いだくて、こぶガでそうになって、しま

いましだ。

電せんガ、ななめになっていました。わだしは、電

せんガ合に、だあれると思っていましだ。

だけど、ななめになつだままひとつも、だおれてい

なガつだ。

わだしは、びつくりしだ。

しゃだんきも、こわれて動いて、いません。汽車も

と中で、止まつていましだ。

えきの人だちは、汽車ガ止つだ所へいって、 1可ガを

していましだ。

ぜんぜんすすんでいきません。

トンネルをちょうどぬけだときに、

rピタQJ

と、止まつていましだ。

わだしは、あ客さんだち、こまるだろうなと、思い

ましだ。

今巳は、なみガ、高くて、とつても、とっても、こ

わい、じしんでしだ。

家の、あとかだすけは、だいへんだつだ。けつこん

式の人も、学校へ、いそいで来ていだ。けつこん式の

人だちは、とっても、こまるだろうな。

R 
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『日本洒中部地震』

4年境 勇次

ちょうど、四時間目が終わるころ、急に、大きな

地震ガ来だ。 1こいおか先生は、みんなに、「しゃガめ_J

と、いつしようけんめいさけんだ。その時体育館のま

どは、われるように、ゆれていだ。学校［こ止まつてい

だ車は、横に、だおれるみだいに、動いていだ。ぽく

は、いっしょうけんめいおガんだ。 「ガみ様ほとけ様

どうガ、地震ガ、止まるように、してくださいQJ

六年生の女でも、ないている人ガ、いましだ。ぽく

だちの先生は、 「ないても地震は、あさまらねQJと、

女を、あこっだ。でも、女は、まだないています。少

しだつと学校のグランドに、自動車が可十台も来だ。

しゅうげんに行く人だろうか着物を、きだまま 来だ

人もいだ。間もなくつなみガ来るという放送ガあつだ

ので一年生から、穴年生まで山の方へひなんしだ。

六年生の人は、 r早ぐ行げえ早く行げQJと、ぼくだち

をぬかしだり あっつけだりして とてもいだかつ

だ。山に行って、活を見ると、大きなうすまきを

初めて、貝ましだ。つなみも 初めて、見ましだ。ぽ

くは、お田さんと、お父さんと、おばあさんと、お兄

さんと、あねえさんと、しんせきの人は、だいじよう

ぶかなあと、思いましだ。ガガまの家の、一番大きな

船も、力‘つばになって、すっと なガされて、行きま

しだ。ぼくは、いだわしいなあと、思いました。ガガ

まの、船は、いつばいあ金を、力‘けて、買つだんだろ

うなあと、思いましだ。つなみガかいじょになつだの

で校長先生ガら、注意を聞てからならんで、家に、掃

ることにしだ。家に、帰る途中、くらんど君の、近く

の、浜は、あともう少しで、道路に、しあ水ガ上つて

くるところでしだ。＜みあいを見ると、しあ水ガ、

上に、上つて来ていましだ。ぽくは、なんだガ、家に

帰るのガ、いやに、なりましだ。道路は、どぶのにあ

いガ、します。家に滞つて、港を見ると、船ガ、二そ

うしかいませんでしだ。こわれて、いない船は、ま

だ、あります。漁しの人ガ船に、乗って、すっとあき

の方に、にげている船も、あります。

それガら、家に行って、あ田さんに「ガガまの船何

ぽするのQJと、きくと「二干万円QJと言っだ。ぽくは、

びつくりぎようてんしだ。ガガまの人は、とても、そ

んしだだろうなあと、思いましだ。半田の船ガ止まる

所の、セメントは、測こ、しすんでしまいましだ。ぼ

くは、みなとを、なあすのに、何干万円も、するだろ

うなあと、思いましだ。空には、ヘリコプターや、飛

行機ガ、何機も飛んで、います。

ぼくの 家の小屋にも、三十センチくらい、しあ水

ガ、入って来ましだ。ぼくは、とても、しんじられな

いほど、びつくりしましだ。あ父さんの 自転車には

あおさなど、わかめなども、いっぱいタイヤに、つい

ていましだ。ぼくと、お兄さんと、おねえさんのには、

なんにも、ついて、いませんでしだ。それガら、家の

回りを、見て歩くと、ちょっとだけ、ひびガ、ある所

ガ、ありましだ。ぼくのつくえの上は、えんぴつ立て

と、あと、いろんな物ガ、ちらかつていましだ。台所

に行くと、ちゃんと、コップなどがいっぱいわれて、

いましだ。ぽくは、こんな、地震は 初めてです。

ぼくは地震つて、こわくないと、思つだけど、じっ

さいに、見ると、しんぞうガ、ドキドキして、はらガ

いだくなりましだ。きのうの、地震は、二度と、わす

れないだろう。

/ 

『日本洒中部地震』

4年泉谷純子

組体そうが終つてあうえんせきに 返ると急に 地

面ガガだガだと動いだ。わたしはなんだろうと

思つだ。それは大地震だつだ。わだしは 地震ガあさ

まるとなんとなく頭の中ガ よってきだみだいだっだ。

校庭のあだりをみると そう、動いていないと思っ

だの力、 自分の者えていだより三倍も動いだようだっ

だ。

わたしは こんな地震は はじめてなのでにいおガ

先生ガ「校庭のまん中に集まれq と言っだ時に祐

子さんだちと いっしぶこ走つて校庭のまん中に行っ

だ。こわくて、こわくて 祐子さんを中心にして、わ

だしはふるえだ。大きい地震ガあさまると すこし、

こわかつだのガあさまつだ。

その時です。三年生ガ教室力も 口を言わないで

ひじようぐちを適つて 校庭に 走つてきだ。わだし

は 三年生ガ教室［こ いるとは思ってもいなガつだ。

だから、よく、教室、いや学校の中から にげだして

きだもんだと心の中で力わしんしましだ。先生ガだの

方を見るとすごく、わだしだちを守つてくれて、ひ

つしな顔をしていだ。わだしは その時、なんとなく

先生万ガ 自分の親のように 1雌＼配してくれだから

とっても、だのもしく とってもやさしい先生に見え

だ。先生方はとても、こまっているような顔をしてい

だ。

ー、二、三、四、五、六年生ガ全員ならんでいる

と校庭にまだ、地震ガ来るといけないのでコカ

コーラを店にもっていく車やそう式や ［プつこん

式を やっている人だちガ集つて来だ。善物をきてい

る人だちは どうでもいいからというガんじできも

のを、つかんで、わだしだちの校庭に集まつて来だ。

わだしは周りを見ると こわいのもわすれて、こ

われている所 はげている所を見まわしだ。すると

じどう館の入口の所の ガベガはげていだ。わだしは

ガベガはげるほどの地震だつだので顔ではわらってい

だけれども心の中では とってもこわかつだ。それ

からすこしだつと、山の上の方ガ あんぜんだという

ので手をつないで山へ行っだ。

泥を見ると、うすガまいていだ。そのうすに 船ガ

引っぱられていだ。泥の水は港ガら とう台に行

く道をおいこすほどだつだ。わだしは きけんだとい

うのに ささのはですこし遊んでしまつだ。山［この

ぽつても ちょっとゆれるのでなんとなくこわガつだ。

泡をすっと見ているとなんとなく すいこまれて

いってしまうようだつだ。わだしは いつもすいこま

れだりしないのに すいこまれるようにかんじるとだ

んだん頭の中ガふらふらする。わだしは 山から学

校へ来るといくらガんガえても こわくなくなつだ。

二時四十五分ころになるとバスに乗つだ。すると、す

こしゆれだ。バスがはつしゃしないなあと思うと ニ

ユースをかけだ。その、ニュースは地震のことだつだ。

わだしは 耳をすましてきいだ。

家［こ煽ると お田さんと弟二人でニュースをみてい

だ。わだしは ニュースより、あじいさんとあばあさ

んガいないのでどこへ行つだガきいだ。すると、から

の田ん［まに行つだと お田は言っだ。わだしは おじ

いさんとおばあさんガ I譴＼配になつだ。わだしは お

田さんといっしよ［こニュースを見だ。すると岩

綺でのしろの人ガつりをしていて、津波に さらわ

れだということガ入っていだ。わだしは だんだんあ

そろしくなって来だ。トイレにも 地震ガおきるとだ

めだと思って、行くことがなかなかできないほどだっ

だ。

わだしは 日本洒中部地震で、ほんとうにおそろし

かつだです。

R 



『じしんと津波のこわさやひがい』

5年A組早坂和子

五月二十六日に、大じしんガきましだ。じしんのし

んどは、 5度です。私たちは、その時、運動会の練習

をして、お昼になつだので終ろうとしだら、急に rゴ

ォーQJと言う音ガして、体育舘や、グランドや、みん

なが「グラグラグラグラQJとゆれだしましだ。私は、

先生だちに「じしんだ。こっちにこいQJといわれるま

で、じしんだとは、気ガつきませんでしだ。体ガ、動

かなくなって、しんぞうガとまったようにびつくりし

ましだ。みんな、せを低くしてすわって、女の人だち

は、泣いていましだ。私も、家の中にいる、だつだ一

人のあ田さんガ、 1園＼配で1譴＼配でだまりませんでしだ。

そして、私はその時、あ田さんガ助かるなら、私ガ死

んでも、どうなってもいいと思いましだ。私は、あ田

さんやお姉ちゃんが 1雌＼配で、むねガくるしくなって

きましだ。

するとその時に、友達ガ、「ガす子ちゃんの あ田さ

ん来てらよQJと伝えてくれましだ。私は、むねガはず

むようにうれしくて、暗い所ガら、明る＜てあだだガ

い所に来たような気持ちになって、ひっしであ田さん

をさガしましだ。でも私はあんまり急いで、あ田さん

をさガせませんでしだ。友達が「あそごさいだべQJと

言って指を差しましだ。その指の方を見ると、私の大

事な大事なあ田さんガさガしていて、私の万を見まし

だ。するとあ田さんは、目になみだをためて、「和子、

生きでらなQJと言って泣きましだ。私も、「お田さんガ

生きているQJと思って自然になみだガだまつてきまし

だ。でも私は、ぜつだいに泣きませんでしだ。

そして少し時間ガだって、放送ガ流れてきましだ。

「みなさんは、高い所にひなんしてくださいQJと言う

放送でしだ。みんな近い山にひなんして、泥の様子を

見ましだ。活は、あちこちにうすガまいていて、船や、

ボートガ「クルク）レQJと回っていきました。そして黒

つぽい波ガ、大きくもり上ガつて、津波になって村に

おしよせてきましだ。そしてとう台のぼうだけガ、洒

の中にぽつガりつきでていて、後は、何も見えません

でした。そうしているうちに、じしんガおさまりまし

だ。みんな下にありてきて、自分の家にもどりましだ。

もどつてみると、私の家は食堂なので、どんぶりや

あさら、茶わん、コップなど、みんなあちてわれてい

ましだ。テレビなどもあちていて、人形や、みんな、

ガラスものばガりガわれていましだ。みんなで手わけ

してそうじをしましだ。どんぶりなどは、使えるよう

な物を少しでもいいガら集めましだ。 ガラスなども、

そうじ機ですいとつて、みんないっしようけんめいガ

んばりましだ。夜になって、私だちは、まだくるとい

けないので阪をきてねましだ。

私はもう、じしんなんてこなければいい己思います。

じしんや津波なんてない、平和な所にいきだいと思い

ます。

『日本洒中部地震』

5年B組塩 谷雅俊

組み体そうの練習をしていだときでしだ。突然グラ

ツと来だ地震と言うより、ゴーツと来だと言う方ガ合

っていると思いましだ。児童館のかベガ、はガれ落ち

ていましだ。それ［こ体育館のまどガ鳴つていました。

女の子だちは、ワンワンとないていましだ。そんな避

難現場でしだ。

そのとき、先生ガ「津波警報でだどoと言つだとき、

なんガカガぬけていくような感じでしだ。なぜガと言

うと、ぼくの家はとつても氾に近いガらです。［まくは

祈るように山を登つて行きましだ。住吉先生のラジオ

の音を聞きなガら、ふと洒を見ると、ガパッと潮ガひ

いてしまいましだ。このとき「ああ、もう絶望だoと

思っていだら潮ガゆつくり、ゆつくり入って来ましだ。

そのとき「ピンポンパンポンoとなりましだ。津波の

／暉＼配はありませんガ、余震の1鴎＼配ガあります。と言う

のでしだ。しばらくしてラジオ［こ、 r男鹿半島で遠足

に来ていだ子供だちガ津波にさらわれだと言う情報を

耳にしましだ。

家［こ滞ると津波も入って来ていませんでしだ。この

ときやっときんちょうガほ勺れましだ。
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『とつぜんあそつて来だ

日本洒中部地震』

6年A組笹森 寧

十二時をちょっとすぎだ時だ。

ぽく達白組四、五、六年生ガちょうど組体そうをお

えて、体育舘の前に来た時

「ゴゴゴゴゴ……ガタカタガタQJ

というふうにとつぜん体育館ガ平行四辺形にガだむき

なガら、ゆれ出しはじめだ。ぼくは、

「何だQJ

と思つだガすぐ地震だと分かつだ。新岡先生のさしす

で校庭にしゃガんだ。体育館にいだ一、二年生も校庭

にひなんして来だ。小学校の近くの家のプロックベい

ガ右はしからドッとくすれてしまつだ。地震ガ少し弱

まつてきた時、三年生が非常階段をありてひなんしだ。

全校生徒ガさわいでいるまつ最中に、本村の人達ガ

校庭にひなんしてきだ。津波のあそれがあるからだ。

リュッワをせあってきだ人、自動車できだ人、仕事先

からそのまま来だような人、さまざまだつだガ着物す

ガだの人達ガ目立つ。

ひなんして来だ人にじゃまだというので山へ行く事

になつだ。一年生を先頭にし、学年のじゅんで山へ登

つだ。山へ登ると中、ぼくはいろんな事を考えだ。山

にいる父は大じょうぶガ。同じく山へ山さいとりにい

っているおばあちゃんは大じようぶガ。家ガ久田だガ

ら下の田んぽにくすれ落ちていないガなどと、いろい

ろな事を者えだ。山から泡を見ると、おきへ洒水ガ波

となってひいていくのガ見えだ。いや酒水というより

どろ泥だ。どろの荘ガうすをまいてあきへおきへとひ

いていく。こんな光景を見だのは生まれてはじめてだ。

友だちは

「あつあの船いだわしな、新しい船だあらQJ

などと言い合っていだ。ぽくはそんな事より家ガ1雌＼配

だつだ。いや、みんなそんな気持ちだろう。

地震も津波も、もうおそれガなくなつだというので

みんな学校にもどつだ。

バスで帰る事になってバスに乗つだら、ラジオガガ

ンガンなり立てていだ。

家に帰ると時計が十二時でとまつていだ。テレビを

つけると五時まで地震速報で、すごい被害ガあつだと

いう事を知つだ。夜、九時ごろにきゅう水車ガ来ると

知らせガあつだので、あばあちゃんと二人で友達の店

の前まで行つだ。

陸上自えいだいのきゅう水車ガ来ていてぽくの父の

知り合いの人も自えいだいで来ていだので、あばあち

ゃんといろいろと話をしていだ。

その後も余震ガ続いていだのでぼくはハラハラソワ

ソワしていだ。いつまだあの大きな地震ガ来ると思う

と夜もねむれないあり様だつだ。

数巳後、 「朝日ワラフ」という本を見だら各地の被

害を写真で、しかもカラー全ページで出していだ。そ

の中で合川南小学校の生との、死体を見だら、身ぶる

いガしだ。苦しそうな顔、ひきつぱつだ目、カチカチ

にひえガだまつだ体。こんなふうに生徒を変えてしま

つだ、大きな津波は思い出しだだけでこわい。

この日本茫中部地震は八道府県に被害をもたらしだ、

大きな地震だという事ガ分かつだ。

『こしがぬけるようだっだ』

6年B組 萱 森 貴 子

組み立て体そうガ終わろうと可るときだつだ。

「グラグラガタQl

と地震ガ起きだ。私は、いつもの圏単な地震だと思い

わざと rキャーキャーo

とわめいていだ。でも、いつまでもゆれている。びつ

くりしてしゃガみこむと登志子ガ泣きなガらだきつい

てきだ。先生ガ、

「ならびなさいQJ

といつだのでならび、津波ガくるというので山にひな

んしだ。

山の道を進むにつれて高い所に行くので村の様子ガ

はつきり見えてくる。燈台のまわりを活ガくるりぐる

りとまわっている。その中を二そうの船ガうすまきと

同じにくるりぐるりと、しすみなガらまわっている。

もし、あの船の中にだれガガ乗っていだら…………。

と思うと、なんか ぞくつとしだような気ガしだ。し

あガどんどんひいていく。岩はだガいつも見えないと

こまで見えてくる。青空ガくもってきだ。いつも男の

子のようにはしゃいでいる里也子さんも泣いていだ。

私は、泣いていなかつだけど、真紀さIvガ
「あ父さんとお田さんいねくなれば、わつきや生きで

いらいねo

というと、合はお昼なので食堂でガスを使っているの

で、店、大丈夫だベガなあ。と思うと、つい泣いてし

まつだ。でも、と思い歯をくいしばつて泣くのをやめ

だ。酒を見るとまだ、どんどんしおガひいていってい

る。深呼吸をして気をおさめだり、里也子さんと松に

葉つばをひつかける遊びをやつだり、歌を歌つだりし

て気分を明るくしていだ。そうすると、地震ガこわく

なくなるのだ。そんな調子で時が過ぎると、うづまき

ガ小さくなくなってきて、ひいていだしあもだんだIv
おさまつて来だ。

「校庭にもどりなさいoといつだ鶴賀先生の言葉を聞

くと、ホッ。として足どり軽く山を下つて行っだ。

もう、あの地震から一日だつだ。私は、家へ掃ると、

リュックサックに、でんとうや、菓子をつめて置いて

ある。いつ地震がきてもいいようにの準備だ。私は、

絶対5月26日の巳本酒中部地震をわすれない。それほ

どびつくりしてこわかつだガらだ。
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『日本洒中部地震の被害』

1年B組熊谷敏博

ぼくはその日、能代の病院へ行って飛る汽車の中だ
っだ。十二時九分発なので、発車するのを待っていだ。
十二時になり、少しだったと思つだとだん突然汽車ガ

ゆれだしだ。
汽車の中は急にザワメキだした。まどの外を見れば、

バスガ左右にゆれている。カン板ガ上下左右にゆれて
いる。しばらくしてゆれガとまると、今度は線路ガ曲
つだので汽車ガ走れないという。こまつだ。切符の払
い戻しになつだのはいいガ、どうやって掃ればいいだ
ろう。家に何度も電話をガけだ。初めはベルガ鳴つて
いるガ、だんだ疇ガしくなって、切れてしまう。ニ
囀ほど待つだ。やっとのことで、自動車学校のマイ
ワロバスに乗って帰ることガできだ。途中、岩館の人
を、あろしだ。その時、逹を見だ。トラツワガ氾のあ
させにささるようにしておちていだ。岩の上には、の
り上げられだ船もある。岩［こぶつガり、くだけだ船も
ある。こなごな［こなってちらばり波の上にういている

船の破へんもある。
家も二、三げんつぶれている。「こわいq と思つだ。

家の事が鴎＼配でしかだガなく、一分でも早く、家［こ滞
羹ガつだ。家［こ婦り、中の様子を見て、ボー然とし

てしまった。
醤泊はこ［まれてるは、だんすの上の物は全郎あちて

いるし、テレビも叩れているし、 iムだんも、写真や、
いはいガだおれていだ。二階もそうだ。置物ガあちて

こわれているし、キジのはく製もおちて、しつぽガと
れてだめになっていだ。貯金箱ならぬ、貯金ビンもお
ちていて、大破。あ金ガちらばつてガラスの破片とい
つしょになっていだ。外にも裏のガラス戸ガはずれて
ガラスガ数枚われていだ。つみガさねてあいだ薪もほ
とんどくすれ、大変だっだ。次の巳友達ガら間いだの
だガ、岩崎の場合もひどガつだらしく、津波のだめに、
笹内川ガ迎流して水田に水ガ入ってしまつだ所もあっ
だそうだ。それガら、一週間位、余震ガ続いて時々だ
ガ、グラついていだ。でも岩崎は、外の所にくらべる
といい方だと思う。いや、よガつだガもしれない。今、
考えるとゾツとする事だ。今度まだ、あれ位の地震ガ
きだら、あれ以上の、地震ガきだら、どうなるだろう。
だぶん想像もつかないくらいひどい被害だろう己思う。
ゆれだ、瞬間は非常にこわい気ガする。ナムアミダプ
ツといのりだくなるような、感じのする地震だっだ。

人もだくさん死んだ。

船もだくさんこわれだ。
道路もこわれだ所もある。

家のつぶれだ所もある。
外の、色々な物もこわれだ。ぼくは、もうこんなメ

にあいだくないと思つだ。でもそれは、ぼくだけじゃ
なくて外の人も、みんなそう思っていると思う。津波
にさらわれて死んでしまい、何日もガガつて、やっと
死体ガあガつて、その死んだ人もガわいそうだけど、
何日も、死体のあガるのを、まつていだ人も、ガわい
そうだと思つだ。津波なんかの事を、面白半分に1まく
も言っていだけど、わらえるもんじゃないと、合にな

って、思っている。

『マグニチュード7.7』

1年B組伊藤幸子

いつもの、英語の時間でしだ。ところガ、とつ然、
グラッときましだ。みんな机の下にガくれ、私も、机
の下で、早くやめばいいなあ、と思っていましだ。少
し大きいなあ、と不安［こなってきて、そのうち大きく
ゆれだしましだ。机のあしを、しつガりつかんでも、
机のあしガ、 10cmくらいも、あガりましだ。
「神様、神様」とか、言う声ガ聞こえだりしましだ。
地震ガ、おさまつて、外へ出る途中落ち着くんだ／と
思いなガらも、あせつて、転んでしまいましだ。外へ
でると、なんとか落ち着いてきだけれども、「津波だ／」
だれかガ、そう言っだのガ聞こえだような気ガして、
「えついと思って洒を見ても、何もわかりません。
しガし、川をみると、迎流しています。 1闘＼配になって
きましだ。もし津波ガおそつてきだら、チャボはどう
しよう。避難しているうちに、涙ガ、出てきましだ。
学校の中に入って、かばんなどを持つてきだ時も、

余震ガ来やしないか、と、びくびくしていて、生きだ
1膨＼地ガしませんでしだ。弁当を食べだ後も余震ガ来て
いだりして、落ち着いていられません。今日の事をメ
モ卿こ、書いだりしましだ。その後地震の事を思い出
してみても、なんとなく、夢の中で起こっだ出来事の
ような気ガしましだ。でも、夢ではありません。現実
に、地盤沈下などを起こしている所もあるし、道路な
ど、幅ガ30cmくらいに、ひびわれしています。幸い中
学校のみんなは、無事だっだけど、この地震で、いつ
もは、あまり、地震ガ起きだ時のことなど、考えてな
かつだが、会回の地震で、真剣に考えるようになりま
しだ。日本泡中部地震は、 「泊断してはいけないよQJ

という警告だ、と思いましだ。

『地震のきだ瞬間』

2年B組神林友広

あんな大きい、そして不意をつく地震にあつだのは
初めてだつだ。

まだ、あのような津波を見るのも、初めてだっだ。
地窟のきだ瞬閻、今までの経験から（だいしだことね、
すぐやむべ）と、心の中で思っていだ。ところガどう
だろう。五秒・十秒だってもあさまらない。それどこ
ろか、だんだんゆれガ激しくなってくる。ゆれガ四十
秒くらいも続いだだろうガ。ぼくはだだ天井を見て死
ぬことばかり考えていだ。この天井ガ落ちてくると、
どうやって死ぬのか、頭ガら血を流して死ぬのガ、ぼ
くの頭の中には「生きるQJという文字ガなガつだ。
成田先生は、教室の中をまるで泳ぐようにわだり歩

いてい己最初は先生も笑っていだ。し力‘し長く続いて
くると、目ガうるんでどうようしていだようだっだ。
地震ガあさまつだ後、先生の「避難せよq という声

で外へ出だ。そして人数を確認し、校長先生の話を聞
いていだ。その時はつきりとしだ音は聞こえなかつだ
ガ、津波ガ酒水を真つ黒ににごらせ、笹内川をよじの
ぼつてきだ。まるで、アマゾン川の大逆流を閻近に見
だような気ガしだ。

ぽくはこの地震で良いことを学んだ。それは、この
ような災害になると、す＜家族のことガ気になること
だ。家族というものガやつばりどこかでつなガってい
るからであろう。

ー・ニ・三年の大部分の女生徒も、家族のことを気
付かつてか、涙をこぽしていだ。
今回は、とても良い経験になつだ。しかしさんざん

で恐ろしい一巳だっだ。

これだけは、心の中にはつきり刻み、忘れないよう
にしだいと思う。

0 日本洒中部地震

o昭和五十八年五月二十六日
0 時刻正午前後

。マワニチュード7.7
0 震度五

『日本洒中部地震』

3年A組布施則昭

五月二十六日午前十一時五十八分ごろ、地震ガきま
しだ。

その地震は、震度五という大きな地震でしだ。ちょ
うど、僕は弁当を開いているところに地震ガきて、す
くやむだろうと思っていだガ、ますます地震は大きく
なるばガりで、棚の花びんは落ち、身を守る机は移動
して、だだびつくりするばかりでしだ。
しばらくして、津波ガあるらしいというアナウンス

がでだので、僕だち生徒は一廊高台の方へ梧動し、そ
こで生まれて初めて目に見だものは、津波の力、津波
の速さ、津波のあそろしさでしだ。
一度は波はひき、洒の中のテトラポットガ貝え、そ

こは一瞬、静かな砂漠のようでしだ。
するとひいだ波は、民家の方へもどつてきましだ。
その数分の間に、船は岸にもち上げられ、酒で半分

見えている船、道は所々に地割れガはいり、学校の中
は言葉で言いあらわされないほど物ガ散らばりましだ。
僕は初めて地震ガこんなにあそろしいものだと知ら

されましだ。

合も時々、余震ガきていますガ、今の気持ちは、も
う二度と地震はきてほしくないということです。

6 
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『日本洒中部地震』

3年A組大屋節子

一昭和五十八年五月二十六巳（木）晴れ一

その曰は、午前四時間の授業で、午後は、クラブと

委員会、ちょうど薮遵委員の担当の相馬先生ガ出張し

ていだ巳でしだ。わだしは報遵委員長なので、相馬先

生の代わり、委員会を進めなければならなくなって、

いやだなあと思っていましだ。

午前三時間の授業ガ終わり、四時間目は体育、バレ

ーボールをやって、着ガえをしていましだ。その日は、

少し早めに着ガえていましだ。相変わらす更衣室の中

はさわガしくてわだしガ、セーラー服を着ようとして、

首にガけだ瞬間、グラグラッときだのです。はじめの

数秒は軽い地震だと思っていましだ。ところが地震は、

思いガけない強震だっだのです。立つていられなくな

り、更衣室の中の人達は、みんなしゃガみこみましだ。

壁によりかかつて、おさまるのを待っていましだガ、

更衣室は、せまいので、窓はすぐ近くにあります。

「窓危ねq

とだれガガ言いましだ。このままではと思って、みん

な外に出ましだ。ドアはガタガタと嗚つて、なかなか

あけられないようでしだ。

まつさきに外へ出て、その時は、自分の事しか考え

ていませんでしだ。

すぐ、岩石園のワローバーの上に逃げましだ。落と

しだ時計をポケットに入れ、少ししだらおさまりまし

だ。

思わす涙ガ出てきましだ。津波警報ガ出だのです。

わだしは、はじめて、家族の事を思い出しましだ。ゎ

だしの家は、洒のすぐ近くで、その向ガいには、保育

所ガあって、子供達の声ガ、いつも聞こえます。田や

妹の事ガ気ガガりでしだ。全校生徒ガ集まつて、良い

所へ逃げる事になりましだ。うでに時計をはめなガら

歩きましだ。

笹内川ガ迎流しだ事を聞きましだ。

「波ひいだあo

そうみんなガ言っているのを聞くと、まだ悲しくなり

ましだ。なくさめてくれる人が可人もいて、少ししだ

ら、気もあちつきましだ。

津波の）鴎＼配もなくなつだので、わだし達は道路の方

ヘまわって学校へもどりましだ。家の外に出ている人

ガ多数いましだ。教室へ入ると、ます目についだのは、

花びんがわれている事。コミやホコリガ落ちていて、

きだなくなっていましだ。全部の道具をガばんにまと

め、外へ持つていって、まだ食べていなガった昼食を

とりましだ。腹ガ減つてはいけないと思って、だくさ

ん食べようと思いましだガ、地震ガ来るような気ガし、

て、すぐやめましだ。

大事なお金などを、さつき着ガえだ体操着に入れ、

ラジオを聞いていましだ。すぐ近くの八森の被害の事

地震ガ秋田沖で、マグニチュード7.7、その付近、もち

ろん岩崎も含めだあだりは、震度5である事、鉄道ガ

不遅の事、津波の被害ガ続々出ている事など、いろい

ろ聞きましだ。地震の名前は、日本活中部地震と後で

知りましだ。岩中の前のワローバーの所は、少し下ガ

つていて、 F月までの追路は、わきガ陥没していましだ。

ちなみに、わだしの被害はネクタイ。更衣室にいって

みだところ、わだしのネクタイガなくて、行方不明で

芍。

大間越万面の人は、しばらく待ってから、バスで帰

りましだ。バスの中でも、ラジオは流れていて、外に

は、鉄道を検査している人、消防団の人などガ見えま

しだ。

家［こ冊つだら、田と妹は元気で居ましだ。保育所の

子供達は、みんな家に帰って、保育所の中は静ガでし

だ。家の中の後ガだすけもだいだいすんでいて、わだ

しは、自分の机の上などをガたすけましだ。

後で、今別に居る父から電話ガありましだ。だいじ

ょうぶだっだそうです。東京の親せき、追良漉の親せ

き、北能代の親せき、妊娠しているおばさんも、みん

な無事でしだ。

うちの田は、地震ガきてすぐ、テレビを消して、水

の入っている大きなやかんを持つて窓から逃げ、そし

て、その場にやかんを置いてすぐ、保育所へ駆け込み、

スリッパをはいて、幼児を一人あんぶして逃げだそう

です。妹も学校のみんなと逃げだそうです。

その夜は、非常用の物を用意して寝ましだガ、なか

なか眠れませんでしだ。

次の日から、しばらくバス通学ガ続きましだ。余震

は何度もありましだ。ヘリコプターや、飛行機も何度

も、わだし達の上を飛んでいましだ。

七閂一日、余震はいまだに続いています。わだしの

ネワタイは、行方不明で忘れられようとしています。

ォッツブー（サオリ）の親せきを含めだ、死者や行方不

朝を多数出しだ日本洒中部地震は、まだ、その影を残

しています。

『日本洒中部地震』

3年A組白崎美智代

5月26巳正午、体育のバレーボールガおわっだので

着ガえようと、こう衣室の中にいだ時である。グラッ

ときだので「地震だ地震だ」とみんなしゃガみこんで

わめいている。‘なにすぐあわるさ、、と思っていだガ、

意外に長く、さすガにこわくなってきて、とっさに頭

を守る物はないtJ'と考えていだ。窓はガタカタなって

いて、合にもはすれそうである。ドアをあけて、避難

しようと体育舘へ出だら、大量のゴミガ降つていだ。

岩石園の方へ行つだらあさまつてきだ。しばらくして

ガらカバンをとろうと数人で中へ入ろうとしだらまだ

ゆれてあわててにげだ。そのあとカバンを背負つて学

校のげんかん前に全校生徒ガ集合しだ。みんなガ洒を

貝てざわめいている。津波らしい。津波警報ガ出だの

で正適尻の山の方へ避難しだ。泣いている人ガだくさ

んいる。家の人ガ1鴎＼配なようだ。私もl鴎＼配していだけ

れど’'そんな大きな津波はこないだろう、と、なぜガ

そんなふうにひらきなあっていだ。

津波警報も解除になり、余震もそんなに大きいのは

こないだろうということで家へ帰つだ。田は公民館へ

結婚式に行っていだ。家の中に一人で居て地震ガ来る

とこわいので、家の中へ入る気ガしなガつだ。それで

も入って家の中をみてびつくりしだ。台所の方のコッ

プの大部分ガぉちてわれていだ。仏だんの灰は、ぶつ

とんだのだろう半分ぐらいしか入っていなかつだ。

二階へ行ってま叩姉の部屋をみだ。本だなに物ガあ

まりあガつていなくて、机も動いている。オルガンガ

らはまん中にあいだはすのラジカセガぉちそうになっ

ていだ。灰に自分の部屋のドアをあけだ。ショックだ

つだ。机の上のものも、本だなのものも、ステレオの

上のものも、ほとんどガ床にあちていだ。足のふみ場

もない。つま先で歩き、レコードを拾い集めだ。全て

無事だっだので安1馴＼しだ。ふと、ステレオの方をみる

とオレンジの電気ガついていだ。あけてみると、揺れ

のだめ針ガとんで、レコードガガガつだ状態になって

いる。そのうち何度か余震ガきだので家の中にいるの

ガいやになって外を出歩いだ。電話ガなつだ。深浦の

祖田からであつだ。内容は能代の高校に行ってる姉ガ、

汽車ガ動かないのでむかえにきてほしいと言つだとい

うことだっだ。田へ運絡しに公民舘まで行つだ。田は

結婚式を途中で来て車で私と能代へ行つだ。能代はす

ごかつだ。店はみんなしまつていだ。市内ガら少しは

すれだ方になると遵路にヒビガ入ってだり、ガんぽつ

してたりするのガ、めすらしくなガつだ。ひどくなる

と、アスファルトガ、くしゃくしゃで段々になってる

ところまであつだ。八森もひどガつだ。店内に水ガは

いってだり橋1こ津波のだめゴミガつつかかつてだりし

て、こんなにもひどかつだのか••••と地震の大きさに

あらだめてあどろいだ。

『日本洒中部地震』

3年A組堀内孝子

「行ってまいりまぁすQJ

去る五月二十六巳の朝、私はいつもと同じように家

を出だ。天気は嗚れていだ。電線にスズメも止まつて

いだし見上げる空にはトンビ芍璽物を深す姿もあつだ。

耳をすませば、山にいる鳥のさえすりも聞こえていだ。

全くいつもと変わらぬ日だっだ。…でもこれガ後に

なって、あんな事になるとは誰一人思っていなかつだ

し、誰一人として予想する人もいなかつだ。

十一時五十八分、恐しいことガ起こっだ。地の底ガ

らこみ上げる奇怪な音と共に大地は揺れ動きふりまわ

されだ。私達は何ガ何だガ分からないまま、足の先ガ

ら頭の先、イヤ、体全体にのしかかつて来る恐怖感に

おののいていだ。

とにかく避難するのガ先決、というのでガワガワの

足を蓬び、なんとか外に出ることガ出来だ。その間約

三分、その三分という時間、私は十倍にも百倍にも感

じだ。だつだ百八十秒の間、その間に感じだ恐怖感、

それは、一生涯忘れることの出来ない時間になってし

まつだ。

村の隔時放送ガ流れだ。

「だだ令の地震により津波警報発令、村民のみなさん

は高台に避難して下さい。＜りかえします… ••O
津波なんて思いもしなガつだ。第一私達は津波を体

験しだこともないし、どんなモノだか考える余裕がな
かつだ。

ほとんとの人ガ洒岸ぞいに家ガある。矛かもその中の

一人だっだ。家には……犬のアロとコロと猫のチャコ

ガいる。犬達は水ガ来ても泳いで逃げるとして……チ

ャコ。

チャコだけは家の前ガ国道だし昼間家の中には誰も

いないということから鎖でつなガれていだ。犬は逃げ

てもチャコは鎖ガじゃまで逃げられない。

ガわいそうでしかだガなかつだ。不安で1園＼配でどう

しょうもなかつだ。そんな気持ちを裏切るガのように

余震はまだ続いていだ。

私達は、しばふの上にかだまつてラジオの声に耳を

かだむけていだ。

〈男鹿半島へ還足に来ていだ子供達ガ津波にさらわれ
だ。〉

とガ、ラジオはこの地震のあつだ悲惨な事件を私達の

頭の奥に次々とだだき込んでいつだ。その都度つのる

不安と恐怖、余震ガ来るだびこのくりかえし、ぶじに

家に行けるガも）隕＼配だっだ。ラジオの声はますます激

しくI訓こだだき込む。……私達のI腔＼もますます深く沈

んでいつだ。

今日もいつもと変わらぬ朝を向かえだ。だけど今こ

の時だって一分後、一秒後、何ガ起こるか分からない。

私は二度とあんな悲惨な出来事ガ起こらないよう願い

だい。

’'日本洒中郎地震，と名すけられだ、恐しい自然現
象に．9。
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『地震に遭遇して』

日本泥中部地震の時は、大変あ世話になり、ありガ

とうございましだ。

五用二十六日、中学校最後の遠足ということで胸を

はすませなガら、私達は十二湖へやってきましだ。昼

近く、青く深く光る青池や、雄大な巳本キャニオン資

料館など、三百余名ガ四方［こ散らばり、見学していだ

時でしだ。

突然「グラグラグラ」という地轡きと rザワザワザ

ワj という木の揺れる音ガしだかと思うと、立つこと

さえ出来ない揺れガ私達を襲いましだ。足元から地割

れが出来、大木は合にも留れそうでしだ。土砂ガ崩れ

ガかり「キャーツ」と悲鳴をあげ、友達同志体を寄せ

あう人、あわてて木［こしがみつく人、その反面何事も

なガつだように平然と歩く人などさまざまでしだ。

私達のいだ「落□ノ謳付近では、オームリの小屋

ガ「ガタガタガタ……」と揺れていだかと思うと「ガ

ッシャーン」というガラスの割れる音と共に崩れ去つ

ていきましだ。

「私達もこのまま池［こ沈んでいくんじゃj という恐怖

感に身動きさえ出来す、だだ友達と体を寄せあい、揺

れガあさまるのを待っていましだ。揺れがおさまつて

ガら、私達は賜死に集合場所へと走りましだ。同分も

しないうちに四万ガら十人二十人と集まり、バスに乗

りこんだものの、ふいに襲つてきだ地震、はじめて体

験する大地震に、これガら先への不安で目に涙をだめ

「帰りだい」とつぶやく人や何も言わす、うつむきか

げんな人などさまざまでしだ。

ラジオから流れる事故の報遥を聞いては自分の家を

／隕＼配する人も何人ガいましだ。

電話ガ通じなくて、一瞬のうちに’'陸の孤島、と化

しだ十二湖でしだ。「道路に亀裂ガ生じ、交適ガ遮断さ

れているj ということを聞いだ時は、 「歩いてでも家

に婦りだいとつぶやく人さえいましだ。時あり続く

余震におののきなガら、車内に三時間程いだでしよう

ガ。恐怖1じや不安感もうすれてきて友達同志で話をし

ていだら、「復1日作業が整いましだ。バスガら降りてく

ださい。歩いてふもとの入口まで行きますj と先生ガ

言いましだ。「やつと帰れる」という安1闘＼感ガありまし

だ。しかし、地震の時の地器きガ耳にまだ残っていま

しだ。歩いていく途中、遮路工事の道具を持つて、黙

々と作業している人達に出逢いましだ。その時「ごく

ろうさまですjと声をガけようガなあと思いましだガ、

／瞑＼の底［こ肌＼すガしさガあり、言葉をかけ叩こその場を

急ぎ足で去りましだ。一言、声をかけだならどんなに

快い思いをしだことガ。合になって後梱しています。

入口まで歩き、各組ごと［こバスに乗りこむと、もう

1じ＼は家へと急ぎ出していましだ。疲れて眠る人、トラ

ンプで遊ぶ人と普通の遠足の帰りと同じでしだ。 7

ら広い酒ガ見えましだ。すうっと平らな水平線。；：

何事もなガつだようにあだやかに夕日をうつしだ一

いましだ。

しかし、おだやガだつだのは泡だけでしだ。崩壊

てしまつだ家、‘'く、の字に曲ガつてしまつだ線路。I
ガ岸［こうちあげられ、小屋［こつつこんでいだり、窓

いう窓、全てガ割れてしまつだ家もありましだ。プ

ックベいはこなごなになり、適路［こ断層ガできデコ］

コでしだ。断水になってしまつだのガ、バケツなど

持ち、結水車を待つ人々の列ガ地震のもの可ごさを

っていましだ。

三百余名の生徒ガ誰一人として、ケガをすること

く、当日中に滞宅できたのは奇跡に近いことだと思

ま可。それは、なんの面識もない、話をしだこともた

い村の方々ガ、こわれだガもしれない自分の家や、

チャワチャになつだガもしれない自分の畑、自分の

族の安否よりも何よりも、私達の安否を気這い、散

に復［巳作業をしてくださつだおガげだと思います。

中学校生汚最後の遠足ーー。それは地震という一

の災害によって心に強烈に焼きついて忘れないでし

う。しガし、そのあガげで村の方々の団結力とあふ

る程の思いやりをひしひしと感じることガできだ貴

な体験だと思います。

あの地震は私達に「献身的な態度」「自分を犠牲［こし

てでも相手を思うlじ＼」とは、どういうことかを考え

せるだめのものだっだような気ガしましだ。

あとかう先生ガ教えてくれましだガ村の方々は、 t
1日のメドガだたなければ公民館に宿泊できるように配

慮していだとのこと。あだだガいl傾＼づかいとてもうれ

しかつだです。

現在、私達は一学期の中間テストを終え最後の中．．

速へ向けて日ガ暮れるまで部活に励げんでいます。

村の方々のおかげで地震という恐ろしい出来事ガあ

だだガい心づかいという素敵なオブラードで包みこ

れ忘れることはないでしょう。新聞その他の報道でt
1日作業ガすすめられているということを知りましだが

被害ガとてもひどかつだとも聞きましだ。

一曰も早く完全復1日することを祈つています。

村の方々に身をもって教えていだだいだr思いやり」

を私達ガ、これから先実践していかなければならない

と思います。

私達の日常でのI即＼ガまえの一つを教えていだだき本

当にどうもありガとうございましだ。

六月十五巳

鶴田中学校三学年

代表 加賀谷孝子

岩崎村長

堀内辰悦様
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『津波に襲われだ初めての釣り』

能代市上町

関 戸 広 司 (43歳）

初めての釣りだっだ。それも船釣りをしていて津波

に選つだのガ能代市上町の菓子店経営、関戸広司さん

(43)。あの日、岩崎村沖でカレイ釣りをしていだのだ

ガ、秋田、青森両県の巳本洒沿岸部をひとのみしだ津

波はほとんど感じなガつだ。し力‘し、岸からの返し波

に船は山1頁ガら谷底に落ちていくほど大きく揺れ、船

から振り落とされないように賜死でトモにしがみつい

だ。そして、 「これは津波だ．！んということで、何ん

とか魚港に戻つだら停泊中の船や周辺の家はメチャク

チャ。岸壁近くに駐車していだ愛車は波にさらわれ、

跡形もない。そのとき初めてゾツとするような恐怖感

に襲われだ。

友人にカレイ釣りに誘われ、休巳だつだ二十六日早

朝、五人で関戸さんの車に乗り出かけだ。目的地は限

境を越えだ岩崎。午前六時半ごろ岩綺漁港に到着。五

トンの漁船で岩崎沖約ニキロの地点で短い船サオをあ

ろしだ。

快嘩に恵まれ、絶好の釣り日和、べだなぎだつだガ

初めての釣りとあって船酔いし、青くなって吐いだり

もしだ。それでも、二十センチ以上のカレイを五、六

匹あげ「これはあもしろいj と、調子ガ出だころだっ

だ。

突然、下から突き上げられるような「ガタガタ」と

いう激しい揺れ。エンジンは止めているのにおかしい。

陸の方に目をやると十二湖の日本キャニオンの白い肌

が数ケ所で白い土煙りをあげ崩れていくのガはつきり

みえだ。「これは地震だ」とみんなで話しだ。しかし、

それほどとも思わなかつだ。

そのうち「ピーポ、ピーポJ と救急車は走り回る。

備え付けのスピーカーは何かを叫び続け異様な雰囲気

が次第に感じられてきだ。

そんな思いガ不安をさらにガきだてだ。そして無線

に「津波警報」ガ飛び込んできだ。全員「ギョッ」と

しだ表構。陸に上ガろうと船頭に催促しだ。三十歳可

きの若い船頭は、判断1こ迷い五分間ほど者え込んでい

だが陸へ向つだ。沖で津波をやりすごすか迷つだのだ

と思う。そこに岸からの大きな返し波ガやってきだ。

沖ガらの津波を恐れていだのに、大波は岸ガら襲つて

きだのだ。船ガ波の1頁に持ち上げられ、谷底に一気に

落ちる恐怖に包まれだ。波間に船ガすっぽりと入り込

む。視界は波だけとなる。立つだままで、振り落とさ

れないように船にぎっちりしがみついだ。足ガ宙に浮

き、ガタッと甲板に落ちる。 軍覆する。岸に着けな

い」、怖さだけガ先走つだ。

十回ほどの大波を乗り越えだろうか。やつと波ガ治

りかけだ。

早く渦りだい。船頭も全員そう思いエンジンを全開

にして岸に向つだガ、すぐ近くにいだ涌船ガら「岸に

近づくな．9」と叫ばれ、釣りをしてだ地点に戻り停泊

しだ。

何度となく引いだり満ちだりする不気味な潮の流れ

に乗って、岸ガら廃材やゴミ、ムッとするにあいの可

るドス黒い重泊ガ流れてくる。転覆しだモーターボー

トも流れてきだ。 i中間のものと貝えて船頭ガ船につな

いだ。ラジオでは能代港の惨状ガ次々と伝えられるう

ぇ、無線では岩綺漁港に沈没船や浮遊物ガ多く入港で

きないということを速絡してき己家の事も1鴎＼配だが、

これでは夜までは港に煽れないと覚悟を決めだ。近く

に涌船や港邁作業船三隻ガ1亭船しているのガ1園＼強ガつ

だ。

その一隻の船頭ガ機転を1動ガせ、モーターポートな

ら港に入れる、といい、船をその場に停泊させ、四隻

の全員ガモーターボートに乗って港に向ガい、無事に

岸壁に到着しだ。午後五時半ごろだっだ。

しかし、漁港の漁船は転覆、沈没、大破。周辺の家

もナギI髭され、廃材ガ泥面に浮き、‘廃虚、と化してい

だ。

出発のとき見せだ穏やガな漁村風景から、目を疑う

ような地獄の光景に変わっていだ。

そして、岸壁から四十メート）レ離れだ場所に駐車し

てあつだ寅つだばかりの愛車は波にさらわれ跡形もな

い。返し波の怖さはあつだガ、沖にいてほとんど感じ

なかつだ津波ガこれほどまでの破壊力をもっていだこ

とに改めて身の毛ガよだつ思いだつだ。

自宅に電話をかけ、五人を迎えにきてもらつだガ、

友人宅では、てつきり選難しだと思い仏壇を掃除して

待っていだといい、うれしさを適り越して大笑いしだ。

そして次の朝、新聞で、数多くの犠牲者を出しだ津

波を知り、自らの幸運をいまかみしめている。

（北羽新報 S58 ・ 6 ・ 5より転記）
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『忘れることのできない津波の恐怖』

大問越

蝦 名 理 三郎 (45歳）

県境近くの浜で午前中の漁顔を終つて磯舟を波際に

寄せて機関部の点検をしていだ私は何ガ山鳴りを感じ

だのです。；団を背にしていだ私の目に映ったのは山峡

の雑木林ガ大きく揺れていだのです。

北側も南側の斜面も山峡全体ガ動いている感じであ

つだのです。舜間的に時計を見だのです。時計は十二

時03分でしだ。
地震だなあと思つだのです。それでもまさガ津波ガ

来ることは予想もしませんでしだが可ガ胸騒ぎを覚え

なガら磯舟を陸に揚げる準備を続けていだのです。

酒に背をむけていただけに津波のことは者え切こと

にガ＜磯舟の始末だけを者えていだのです。

その間余り長い時間ではありません。ふと私の立つ

ていだ港の波ガ静かこひけているのを見だのです。そ

れでもまだ津波とは思っていなガつだのです。

体験のないことは恐しいことです。津波の前ぶれだ

つだのです。そのことガ津波とわガれば逃げだのでq
ガそのまま仕事をしていだのです。手を休めて後を振

り返つだ時はすでに津波の第一波ガ私1こ襲いガガつて

来だのです。窟いだ私は波に足元をとられるまま逃げ

場を失ってうろうろしているうちに津波の中に呑まれ

ていだのです。

それから数分間波に流されて意識を失い漂つていだ

のですガ私の記憶はさだガでありません、茫水を飲み

流されていだのです。

ふと気ガついだとき私は波の中にそして足の部分に

ロープガ絡みついていだのです。

私はそのロープを夢中に掴んでいだことを覚えてい

ます。

そのロープは私の船揚機に使用していだもので普逹

はワイヤ・ロープなのですガその代用に麻□ープを使

用していだのガ津波に流されていだ私の足に絡む結果

になつだのです。

これガ不幸中の幸でしだ。第一波につづいての津波

の動きにほんろうされなガら私は助けを求める声も出

せずにその波に何度ガ、もまれなガら私の体は沿岸に

ある防潮堤を越えてその内側に打ち上げられだので可。

附近に居合わせだ漁師の仲間ガ駆けつけだときは私は

だだ呆然としていだ様子です。仲間達ガ話しだ言葉も

よく記憶していませんガ私は津波に流され一本のロー

プのあ陰で助かつだのです。

私はあの時のことを想出すと、あの津波の瞬間の恐

しさは令も肌塞さを覚えます。

洒を仕事場にもつ、それガーつの生きる糧としてい

る者の一人として、このいまわしい悪夢のごとき貴重

な体験を祖先からうけついで来だ自然をそのうけ継ぐ

子らに尿く記録し伝えねばと思う忘れることのできな

い津波の恐怖でしだ。

『日本洒中部地震による体験記』

「あしん」で助かる人、救出寸前で流される人

岩崎

七戸 猛 (61歳）

朝四時に起床、薪ストーブに火を入れ、あ湯をわガ

し、コーヒーを飲みなガらレコードをかプ、サブちゃ

んの懐かしのメロデイーを聴きー服するのガ私の巳課

の始まりです。その巳は家内とWヘタケノコ採りに行

くことになっていましだので、その準備を済ませ五8寺

半頃愛犬「純」を還れて泡岸を散歩しましだ。

天候はよく絶好の釣り日和で、し力‘もベタナギでし

だ。そこで、このなぎをのガしては洒の幸は採れない

と考え、家内と言舌し合い急透氾へ出かけることにしま

しだ。早めに朝食を済ませ逹見裾、ヤス、特長ぐつを

持つて港へ行き、家内と純を船に乗せ出発しだのは七

時ころでしだ。二十馬力のエンジンは快詞。目的地の

朗乍、椿山方面へ突つ走りましだ。崩山、白神岳、十

二湖のキャニオンまで雲一つなく実によい眺めでしだ。

沖にはキス、カレイ釣りの船ガ見えましだ。立待騨と

沢辺憑岸の眺めもすばらしく、水の間、わに口を通り

椿山洒岸へ着いだのは七時半ころでしだ。久し振りに

見る椿山の全景と温泉の湧き出る湯煙をみて一服しだ

気分は、実に壮快そのものでしだ。かつて、教職時代

に剣道部の生徒を運れ夏休みにこの場所で団年キャン

プをしだことを思い出しましだ。二十年も前のことで

当時は魚、サザエ、アワビ、洒草類も豊富で、一時間

ばガり子供達と渥れば沢山採れだもので朝ガら活の幸

をふんだんに食べだものでしだ。特長ぐつをはき氾貝

蕗とヤスを持つて岩場づだいに魚やサザ工を探し回り

ましだ。家内はコブのりを採つていましだガ、なんだ

ガ急1こ癌りだい気持ちになって、一時間ばガりで椿山

をあとにし岩綺の立待岬へと引き返しましだ。島の浅

瀬に昔ガらの舟だまりガあるので、そこへ舟をつなぎ、

九時過ぎから漁にとりガガりましだ。岬の乗測つまり

岩崎寄りの岩場を円念に見てサザエやウニを採りまし

だ。

R 

ウニはすぐ家内ガ貝を割り洒水でよく洗い身をパッ

ク［こつめましだ。十一時頃だつだと思います。ウニ、

サザ工を採り思くしだので裏側へ行こうと思って一服

していだら、一人の釣り人ガ騨の方へ行き、島の先端

で釣り始めましだ。私はお屋までもう少し採ろうと思

い西側の岩場ガら涌をしましだ。

このころから磯波が荒くなり洒見黍で泡中を見てい

ると顔や肩までしぶきガかかるようになり、いい場所

まで入れなくなり、比較的波の穏やガな所を見て漁を

しましだ。そうこうしているうちに、 illljlの最先喘の釣

り人の後万近くまで行ってサザ工を採つていると釣り

人ガうしろを見て、人なつこく「だんなさん、何採つ

ているの」と話しガけてきましだ。「サザエやウニです

ょ_J と言つだら冗＼いですね」といつて笑いかけてい

ましだ。私ガちょっと見ているうちに一・ニ匹アブラ

メを釣り上げて大変喜んでいましだ。背丈のすらっと

しだ四十歳前後の日焼けしだ温厚そうな方でしだ。私

ガすぐ隣の岩場へ移動している間、家内ともなにガ話

していだようで可。

潮の流れガ多少速くなって、両足とi要に力をいれふ

んばつて漁をしていましだ。穴場［こサザエガ七つ八つ

とかだまつていて、ヤスで突いてはビワに入れ、面白

いほど採れましだ。

こんなことは最近珍しいことだと思っていだ矢先で

芍。グラグラッと岩場ガ揺れ出し、地喪と気づいて泡か

ら岩場へあガると更にゆらゆらっと岩ガ動き出し、今

にも岩が割れ、恙れていくのではないかと思うぽどで

しだ。家内は平坦な岩場に座り、すぐ同ガいの釣り人

は立つだままの状態で三人とも顔を見合わせて吋也霊

ですね」と言いあいましだ。その問わすガニ、三分だ

つだと思うが実に長く感じられこの震度では陸の方は

相当揺れガすごかつだと思いましだ。

地雲があさまり家内ガ日課のNHKテレビの「あし

ん」を見ようとi足しだので、釣り人と別れ、船まで匹、

五分歩く途中、岩の割れ目や水溜りの所ガブツブツと

異様な音をだてて泡だち、まるで火山ガ爆発するので

はないかと思うほどでしだ。

船ヘヤス、滸貝蕗、ビクを入れ出発しようとしだら、

鉛尾ガ岩［こひつかかり動きませ加家内と犬をおろし、

ひと波ガくれば船ガ離れ出発できると思い、ちょっと

潮待ちをしていましだ。この間一、二分。その時でし

だ。目の前ガ異様に高く一様になり、白煙をあげて波

ガ押し寄せて来るではありませんガ、とつさに家内

を近くの岩壁へ登るよう命じ、私は船へ飛び乗りまし

だ。この間数秒。ニメート）レ近くよじ登つだ家内の足

．元十センチぐらいまで、波ガ打ち寄せると同時に、第

ー波ガ船の真横から来襲、ロープは切れ、三、四十メ

ートルは一気に流されだと思います。津波の高さは約

ニメートル、船の機棚場［こしガみつき、船と波とのバ

ランスをとるのに無我夢中でしだ。この時、沖の方ガ

ら「オーイ、助けて．9」と叫ぶけだましい声ガ留きま

しだ。岬で見だ釣り人ガ波にさらわれて、見えつガ<

れつ四、五十メートルほど先を流されているではあり

ませんガ。とつさにペラをあろしエンジンをかけ、救助

に向かいましだ。どれくらい走つだろうか。突然「力ぃ

ーン」という音ガしてペラ軸ガ折れエンジンは空転す

るばガりです。船は進ますそのうちにまだ波ガ来る。

引く。私は船のともガら中心部に移動し、ヤスのほこ

を持つて船をあやつりましだ。そうこうしているうち

に釣り人は波にまかれて見えなくなりましだ。皿日をみ

れば、一番高い岩山ガー、二尺ほど波間に見え、あだ

り一面波ばかりでしだ。（後日岬の一番裔い所を実測し

だら七・ニメート）レありましだ。）さだガではないガ三

波、四波の津波の高さは七メート）レ近いものだつだと

思われます。陸の万ガらだれガ叫んでいるガよく聞き

とれません。そのうちに引き潮ガ始まり船は沖合いに

どんどん流されましだ、あだガも飛行機で自爆して行

くような早さでしだ。まだ立待岬の迎底ガすつかり貝

え、船もろとも吸い込まれて行く思いガしましだ。「ど

すんjというにぶい音とともに岩礁に船ガ乗り上ガり、

体ガ前のめりになりましだ。船から立待岬まで陸地化；

しだのにはびつくり波は洪水のように流れ去り、あだ

り一面は岩と砂場だけになり、「逃げるのは今だ‘J と判

断し、船から飛び降りて一目散1こ陸地へ。高台へ登つ

だら家内と純、友人のIll□さんガいて、あ互いに無事

を確かめ合い九死に一生を得ることガできましだ。

運、不蓬は紙一重である。助ガつて初めて津波の恐

ろしさガひしひしとわガつてきましだ。一息いれてい

る所へ岩崎消防署、消防団の方々四、五名、救助にガ

けつけて下さいましだ。又、その後まもなく山をくだ

つて松林喜之作さんガ救助に来てくれましだ。有難い

ことです。紙面をガりて衷／恥＼より厚くお礼を申し上げ

ます。尚、後巳、わかつだのですガ遭難をのガれ、沖

合いに避難しだ石戸谷毅さんガ無線で今朝、でかけだ

その先生の安否をきづかい遥絡をとって下さつだとの

こと、これまだ厚くお礼を申し上げます。

だだ返すガえすも残念だつだことは、釣り人の秋田

県能代市の河内さんを救助することガ私の力で出来な

ガつだことです。

最後に釣り人、河内敏彦様の御冥福を1じ＼からお祈り

申し上げますとともに御遺族の合後の人生に幸の多ガ

らんことを1即＼から祈念します。

参者まで次のことをつけ加えてあきます。

1.地震発生後、津波ガ来襲することは全然考えなか

つだ。

2.立待岬では地裳後七分前後で津波ガ来だ。

（干潮は十センチぐらいか）

3.釣り人も船で出ガけだ私自身も救命胴衣を着用し／

ていなガつだ。

4.経験ガないので津波に流されても助かるまで津波

とは思わなかつだ。

5.あ互いラジオを持参してなガつだ。

＠
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『揚げ船よりも繋ぎ船、備えあれ

ば憂なし、出漁1こ救命胴衣を

持ちましよう』
沢辺

堀内和三郎 (70歳）

（一） 揚げ船よりも繋ぎ船

当巳は、本当に最近にない静かな磯まわり日和で私

も八時頃泡に出ガけ、さざえ並にもすくを採り十時頃

舟つけ濶に帰り舟を五メート）レ位仮揚げして家に滞り

昼食を斉ませ午後の出漁の為一休みする矢先でしだ。

「グラグラッぶと動き出しだのです。「／＼ツ」地震だ‘… ••o

しガし、す¢止むだろうと思い頭上ガらの落下物を防

くだめに座布団を頭の上にのつけて座つて居ましだガ

容易に止みそうもないので私も外へ出ましだら家内と

向いの店の田さんガ桜の大木に掴まって居り、まるで

「セミ」ガ大木にくつつくような恰好に見え幾分滑稽

のようでしだガ私も傍にある柿の木につガまり難を忍

んで居だのです。そしている内に隣の家の親戚の人ガ

下町の方から避難して来だと言う。「何の為に」と聞い

だら、「令津波ガ来そうだ。洒の水ガ’'のり島、まで弓l

けてしまつだoと言うではありませんガ。「スワッ」大

変だ舟ガと思い「バイク」で走り出しましたが途中、

カベ坂（中頃）まで行くと磯辺は流木やらチャッカー

など、ゴミその他の磯舟も入り混つて沖へ流れてゆく

ではありませんガ。私の磯用に似だ舟もまるで木の葉

の如く沖の方に出てゆく様子を見て、もう駄自だと観

念して私の舟揚場まで行ってみると私の舟はちゃんと

幅四メートル程の川（地蔵川）を横ぎつて護岸の外側

にあるテトラポットの上にちゃっかり、人手でもって

揚げだように船外機ガ付いだそのまま、しガも’'やす，，・

’'ガい、、等も元のまま舟に積まさつているではありま

せんガ。全く運ガ良かつだのです。

それにしても仮揚げしだ時使用し

だ「ワイヤー」と「繋ぎ□ープ」ガ

ガっちり結ばれていだからだと思い

ます。

何ガともあれ古老の言う「揚げ舟

よりも繋ぎ舟」とよく言う言葉をし

みじみと感じさせられだ体験でしだ。

に） 備えあれば憂なし

「災害は忘れだ頃にやって来る」

とよく言われます。

今回の曰本洒中部地震（昭和58年

5月26日午後零時18秒・マグニチュ

ード7.7)は日本洒側で発生しだ地

震としては、最大級でかつてないと

言う。比較的近い時点での地震地を

列記すると、

1.関東大震災大正12年 M7.7

2,三陸地震 昭和8年 MS.3 

3,男鹿半島地震 B召和14年 M7,0 

4 ニッ井地震 昭和30年 M5,9 

5.男鹿沖地震 昭和39年 M6.9 

6.新潟地震 昭和39年 M7.5 

7,十勝沖地震 昭和43年 M7,9 

8.宮城県沖地震 昭和53年 M7.4 

9．日本酒中部地震昭和58年5月26日 M7.7 

大体拾いあげてみても、これだけ地震ガあるとすれ

ば、決して一日として泊断可べきではない己思います。

地震の発生ガあつだら速＜津波来襲を遷想すべきでは

ないでしょうガ。

巳本迎の涌民は地震と言う言葉は知っていだでしょ

うガ津波という言葉は私を始めとして忘れガけていだ

のだと思います。

巨） 出漁に救命胴衣を持ちましよう

私ガ下北の大間町にて在勤中の話しですガ、大間町

でも屈指の荒くれ淵師と言われだ泉某ガ津軽洒峡で四

屯程のチャッカーに乗り鮪の一本釣中誤つて氾に転落

しだ。舟は一人乗りの動力船。走つて引き釣りしない

と釣れない為、船頭ガ転落しても船はどんどん走る。

転落しだ本人咄嵯［こ穿いていだ長靴をぬぎ空気を入れ

迎さまに浮かして「浮子」代わりにして漂流し約三十

分程で僚船［こ助けられ命拾いをしだ話しを聞いだこと

ガあるガ、それも小さくとも「浮子」の為に助ガつだ

のだと思います。

此の度、秋田曝だけでも死者八十三名と発表されて

おります。秋田県つり逮合会で編集しだ『釣り人ガ証

言する。日本洒中部地震大津波に襲われだ』での証言

記録を読んで、これガ若し救命胴衣を各；；；ガ持参して

いてこれを使用していだなら恐らく半分は助ガつだの

ではなかろうガと思われましだ。

私は1伽＼ガら叫びだい、「出蕪［こ救命胴衣を持ちましよ

う」と。

暉
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災 害区分 件数 災害見積額（干円） 内 容
/~い

人 的 被 害 1 人 死亡（能代市・釣人）

家 住 家 42 戸 104.790 半壊6戸、一部破損25戸、床上浸水1戸、床下浸水10戸

屋 非 住 家 11 戸 120,214 全壊（農業倉囲2、製材所1)、半壊8
、-

公共建物（学校） 3 校 8,071 岩岩崎綺小中学学校校エ校舎ン亀トツ裂決壊、 校舎亀裂、岩崎南小学校校舎亀裂、

施
I 

公共建物（その他） 17ヶ所 27,950 役場庁舎、各地区生汚改善センター 外
/~、

水 道 3水源地 10,000 岩崎水源地本管破損、黒崎水源地送水管破損、沢辺水源地本管破損
~ヽタ

漁 港 4ヶ所 220,000 堤防崩壊4ケ所

三己又

水 産施 司諏 3ヶ所 30,000 貯氷犀1、結泊タンワ 1、荷｝別所1
， 

道 路 12 線 112,600 国道・県道6線崩壊、村遥6線崩壊

河 Ill 3ヶ所 5,000 誕岸等崩壊
9 、

ガ け 月し月 れ 全 域 70,000 急頓斜ガけ崩れ

国 鉄 1ケ所 25,000 橋の亀裂1ケ所

農 道 3ヶ所 32,000 亀裂1ヶ所、陥没1ヶ所、落石1ケ所

林 道 3ヶ所 28,000 路肩決壊1ケ所、土砂崩れ1ケ所、南壊1ヶ所

水 路 6ヶ所 71.100 土砂朋れ1ケ所、決壊3ヶ所、亀裂2ヶ所

水 田 全 域 4,180 冠水、浮苗、陥落 2.55ha

だ め 池 2ヶ所 110,000 亀裂2ヶ所
← 

漁 船 66 隻 272.000 滅失16隻、流失20隻、破損30隻

漁 具 等 全 域 376.870 カニカゴ、エビカゴ、網外

商 工 被 害 全 域 92,709 商品、イ十釜、備品

そ の 他 5,500 自動車7台 --
自然休養林地内 51,140 遊歩遵、えん堤外

計 1, 777, 1 24 

青森地方気象台が
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マグニチュード(M)と雲度の関係

く日本海中部地震の例＞
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撰源から遠くなる
＜ 
震度は小さくなる

x全面通行止め

▲片側通行

△大型車通行止め

6ヶ所

13ヶ所

4ヶ所

津軽海峡

日
本
海

竜飛

}
和岩

浦

△ 
・ァ•→.J.-....ー.,..........J・ ・'-......、

＼ 

大間

(28日午後1時現在県道路維持課調ぺ）

太
平
洋
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津波犠牲者及ぴ道路障害個所
(27日23時現在県警調べ）］

ふ死亡者 5 人
心行方不明 12 人
x全面通行止め 10カ所

▲片側通行 4カ所

△一方通行 1カ所

大間

日
本
海

太
平
洋

琴は地裳国といわれ、世界で発生する地震の約 1割ガ

日本とその周辺で起こっています。なかでも、東北地方の

太平洋沿岸は津波の常襲地帯になっています。

他球の表面付近は、地殻と呼ばれる岩石の隠によってで

きていま可。地殻のある部分に歪ガ貯えられ、限界に達弓

ると破壊されて、その振動ガ四方に伝わります。これガ地

霞で可。
謳箆の被害は、直援地箆によるものと火災や津波などに

ょる二次的な被害ガありま可。これらの被害を防止・軽減

ゴるだめ、東北では13の気象官署で地震観測・適報体制を

いています。まだ、これらの官署からは地震波形ガ常時

記に送られています。地震ガ起これば、判定中枢（仙台）

でこれらの資料を用いて震源や津波の有無を判定し、直ち

叫也裳情報や津波予報を発表します。

東北地方には汚動火山ガ14か所もあり、このうち吾妻山・

翠達太良山・磐梯山の3火山で常時観測を行ない、火山情

叡を発表し、嗅火や異常現象による災害の防止・軽減［こ努

りています。

その他の火山の監視のだめ、仙台管区気象台には東北地

叡山機動観測班を置いて、平常時は巡回して基礎調査観

祠を行い資料を整え、嗅火や活動ガ汚発化しだ場合には直

うに緊急観測に出動します。まだ必要［こ廊じて所轄地方気

象台ガら火山情報を発表することになっています。

地震 観測

火山観測と火山情報

沿岸波浪観測

気象庁では、沿岸の予・警報の精度同上と波浪資料の収

集のだめ沿岸波浪観測施設の整備を進めています。

栗北では、江ノ島（宮城景）、濡泥（山形隈） ［こ超音波型

波浪計を設謳し、それぞれ仙台管区気象台巧よび山形地方

気象台で観測を行っています。

沿岸波浪

亡 △ 観 測 局
R監祝局

潮汐

〇観測局

［・監視局

D集中監視局

・・・・・・波浪伝送回線
一潮汐伝送回線

潮汐観測

0
峠

l
 

／
ヅ
/
. ・............. 

津波・高潮・異常潮位など異常現象による

害から沿岸住民や港湾施設を守るだめ、乗

の沿岸6ガ所に検潮所を設備して、潮汐観

を行っていま可。

これら異常現象を常時監視できるよう隔測

置を設置し、仙台管区気象台で集中監視し

います。

東北地方の火山活動
(II{J!1135'1' —•57qFI 

火山名 種別 35 36 37 38 39 40 414243 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 

恐 山 ． 
岩木山 ． ． ． ．． ． 
八 'I' 田

秋田焼山

八幡平 ． 
岩手山 ． ． ． 
秋田駒ヶ岳 ． ▲ ..  ．． 
島海山 ▲ 

栗駒山 ． 
明 子

蔵王山 ． ．． 
吾 ．． ）i 山 ’iit ． ▲ • 

安達太良山 常

磐梯山 祁

注 1:▲哄火 ●火山性異常

注 2:常祁時観測火山
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地震情報や津波予報はこのように
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東北地方に影響のあつだおもな地
(8召和31年～5

地 名チ

阿武隈川下流（白石付近） 6 
エトロフ島南万沖 8、
三陸はるか申 7 
宮城果北部 6. 
新潟県沖 7, 
十勝沖 7, 
北洒追南部 6. 
秋田票南乗郎 6. 
八丈島近泡 7. 
根室半島南栗沖 7. 
宮城隈沖 6.. 

宮城県沖 7. 

浦河沖 土
茨城県沖 7. 

そ
の
他
関
係
機
関

3
3
0
7
2
1
3
0
1
6
1
6
2
1
2
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1
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0
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ミ'‘,o 岸一

ぐらつ．(Iその一瞬大きく傾いて倒壊寸前（大間越）

震度〔気象庁震度階級〕

気象庁震度階級

（震度4)|、.(々プr

（震度5)

説 明
参 考― 事 項

（震度7)
無感。人体に感じないで地震計に記録さ
れる程度

吊り下げ物のわ可がこゆれるのガ目視されだり
カタカタと音がきこえても、体にゆれを感じな
ければ無感である。

微震。静止している人や、特に地裳に注
意深い人だけに感じる程度の地震。

静かにしている場合にゆれをわすかに感じ、そ
の時間も長くない。立つていては感じない場合

ガ多い。

互度。大ぜいの人に感する程度のもので
P障子ガわすかに動くのガわガる程度の
地震。

吊り下げ物の動くのがわガり、立っていてもゆ
れをわ可かに感じるガ、動いている揚合にはほ
とんど感じない。眠つていても目をさますこと
ガある。

弱震。家屋ガゆれ、戸障子ガガタガタと
聰動し、電灯のようなつり下げ物は相当
ゆれ、器内の水面の動くのガわガる程度

の地震。

中震。家屋の動揺ガ激しく、すわりの悪
い花びんなどは1到れ、器内の水はあふれ
出る。まだ、歩いている人にも感じられ、
多くの人々は戸外に飛び出す程度の地震。

強震。壁こ割れ目ガ入り、墓石•石どう
ろうガ1到れだり、煙突•石垣などガ破j員
する程度の地震。

ちよっと篤くほどに感じ、眠つている人も目を
さますガ、戸外に飛び出可までもないし、恐怖
感はない。戸外にいる人もガなりの人に感じる
ガ、歩いている場合惑じない人もいる。

眠つている人は飛び起き、恐怖感を覚える。
柱・立木などのゆれるのがわガる。一般の家屋
の瓦ガすれるのガあっても、まだ被害らしいも
のはでない。軽い目まいを覚える。

立つていることはガなりむすかしい。一般家屋に
経微な被害ガ出はじめる。軟弱な地盤では割れだ

りくすれだりする。すわりの悪い家具は菌れる。

烈震。家屋の国壊は30％以下で、山く可
れガ起き、地割れを生じ、多くの人々ガ
立つていることガできない程度の地震。

歩行はむ可ガしく、はわないと動けない。

激震。家屋の1巽壊ガ30％以上に及び、山
くずれ、地割れ、断恩などを生じる。
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｝ヤ井直港の津波の水位J(7月29日調査）

(1) 森山漁港

｀冑□□0〖 □ l
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(2) 岩崎漁港
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(3) 沢辺漁港
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岩崎村災害対策本部組織図 業務分担表

1.岩崎村災害対策本部別業務分担表

本 部 長（村 長）

副本部長（助役、収入役）

災害対策本部会議

本 部 長 村 長

総 務 部

各

民 生 部

副本郎長
助 ,1又r 

収 入 役 経 済 部 係

建 設 部

員

文 教 郎

総務企画課長

民生課長

税務課長

本 部員 産業観光課長

建設課長

教 育 長

消 防 長

鰺 ヶ 沢 地 区 消 防 事 務 組 合

｀ 
------------------------←-----

岩 崎 村 漉 防 団

部 係 名 I 業 務 分 担 要 員

1.災害対策本部の運営及び総括に関すること。

総 庶 務 係 2.防災会議に関すること。

3 他の郎に匿さない一般庶務に関すること。 総 務 企 画 課 職 員

務
1.被害状況の遍絡網整に関可ること。 議 会 事 務 局 職 員

部 連絡情報係
2.気象情報及び災害憐報の総括に関すること。

3.災害の広報宣伝に関すること。

4.災害記録に関すること。

1.人的被害の調査及び廊急対策に関すること。
民 民 生 係 2.住宅被害の調酉及び廊急対策に関すること。 民生課職員

3 社会福祉施設の被害調査に関すること。 （各保育所を含む）
生

1.救援物資の受付及び配分に関すること。 税務課職員
部 福 祉 係 2 災害救助に関すること。 （出納室を含む）

3.防疫及び衛生保持に関芍ること。

経 1.膜地、農作物の被害調蚕及び廊急対策に関すること。

済 農林商工係
2.水産及び商工業の被害調査及び廊急対策に関すること。 産業観光課識興

部 3 観光施設の被害調音及び恋急対策に関すること。 農業委貝会職員

4，各集会施設の被害調査及ぴ廊急対策に関すること。

建 1.道路、橋梁等の被害調査及び廊急対策に関すること。

建 設 係 2 河川、袋用施設等の被害調査及び廊急対策に関すること。

設 3.漁港、洒岸等の被害調酉及び廊急対策に関すること。
建設課職員

郎 水 遵 係
1.水道施設の被害調酉及び廊急対策に関すること。

2.飲料水の確保及び供給等に関すること。

文 1.災害対策本部との遥絡調整に関すること。
教 育 委 員 会 職 員

教 災 害 係
2.学校施設の被害調査及び廊急対策に関すること。

（各学校、公民館を

部
3 社教施設の被害調査及び而急対策に関すること。

含む）
4 罹災児童生徒の調査及び保健衛生に関すること。

2.鰺ヶ沢地区消防事務組合岩崎分署、岩崎村消防団業務分担表

1.災害対策本郎との通絡調整に関すること。

2.署員、消防団員の非常招集及び配置に関すること。

指 導 係
3.災害の情報収集、記録、警報に関すること。

綺 村
4.被災者の救出、救展及び捜索に関可ること。 岩綺分署員

5.避難の勧告、指示、誘導に関すること。 （本部を含む）

分 消
6 各災害の両急対策に関すること。

岩綺村消防団員

防 1.行方不明者及び死体の捜索に関すること。

署団
作 業 係 2 災害の拡大防止に関すること。

3 水防工作の実施に関すること。

（備考） （1)災害対策本部長は、助要に廊じて各郎に対し、他の実施事項への応援を命することができる。

(2)災害対策本部長は、必要に而じて分担業務を一時的に変更できるものとする。
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警戒宣言力‘
発令されだら
普段の日にできることはやつてあきましよう
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●あらかじめ決められだ

方法で引き取る

●保誕者ガむかえ［こいく

●集団下校をむガえ［こいく

●安全を確ガめ、自分だち

で帰る

家の整理

●消火釜・バケツの用意

●飲料水を確保

水と消火の準備

身軽な服装に着

●活動しやすい服や靴1こする

●頭を保護する防災すきんなど

をかぶる

●助要な物ガ入っているガ確認

●毛布・寝袋などを用意

危険のある地

●津波、ガけ崩など危険地域の

住民はすぐに避難する

●避難は徒歩で

一般の地域は避難の準備

●家族で決められだ役割に従

って行動
●棚の上から物をあろす

●家具などを1到れないように
する

●窓ガラスなどにガムテープ
をはる

●出入口を確保可る

R 

●王な出入口をあけ、逃

げ適を作っておく

・すぐに戻ってこれない

家族への伝言ガあれば

書いてあく

=5月26日の村内の状況一
12:00 地震発生震度5 CM7.7) 
12:05 県消防防災課へ状況報告。

12:10 全村民へ行政無線により避難命令1云達。広報車に

よる村内PR（火の用心を重点に行っだ）。

立待岬で魚釣り中の1名ガ波にさらわれ行方不明

（本人のものと思われる乗用車を発見一能代）。

ガス・電気取扱い注意の無線放送。

避難命令解除。

十二湖ニツ目～玉池閻の道路200mにわだって亀

裂、鶴田町ガら遠足のバス7台ガ足止め、 鰺ケ

沢土木事務所と協議の上、廊急環18作業を行なっ

だ。

:45 ガス・ストープ使用注意の無線放送。

:()'.) 道路被害調査開始。

:()'.) 各地区被害調（公共施設も同じ）。

:40 被害漁船は組合に被害届けを出すよう無線放送。

:50 岩誇小学校の27巳臨時休校を無線放送。

:05 水道断水予告無線放送。

:00 秋田沖地震災害対策本部設置。

・oo 大閻越～堵田作一、大滝芳吉、増田輝8B1こ避難命令。

50 鶴田町中学校遠足バス適行可能となり帰途につく。

15 県環境衛生課へ結水車要請 (762世帯断水）。

30 県より電話あり哨召和5極E巳本氾中部地震え1と呼称。

00 能代商業学校、バスで生徒を滞宅させてくれだ。

10 黒崎地区水道26日中の補修不能の旨適知あり。

25 岩崎水源地貯水墜調査。

30 五所川原市役所（総務課長）へ結水車派遮要試す。

40 床上浸水、「菊池ヤス宅Jo

00 隈知事一1弓「岩綺涌港視察Jo

20 陸上自衛隊結水車派遮の通絡あり。

(1トン2台、 5トン1台）
大間越～赤坂キエ、 上杉武久、 砂子田藤吉に対

して、行政遥絡員を適して避難命令を出した。

結水車到着ー黒崎、正久、森山、松神を廻る。

培宮商店倉底附近水道本管破裂。

沢辺地区より注水。

沢辺、早稲田橋附近、本管破裂。

大津波警報解除。

結水車結水終了。

その後の村内の状況一
月27日（金）
9:00 ¥ 
9:45 f ・全員協議会開催。

10:00 
12:50 
12:50 
13:50 ¥ 
14:20 f ・役楊にて陳情（受理）。

14:20 
14:45 

・全員協議会村内被害調歪。

•北村知事ヘリコプターにて来村。
•加藤国土庁長官ヘリコプターにて来村。

・岩崎涌港を視察。

•黒略岡易水造結水バルブ開放。

・沢辺闘易水道復l巳。
月28日（土）

•水産庁・洒岸防災課長、漁港災害状況調習の

だめ来村。

・村長、助役全村巡回。

20,00 ・松神岡易水遵復1日。
月29日（日）
12:55 ・ i弓方不明者捜索のため陸上自衛隊ヘリコプタ

ー出動。

•黒崎配水地付近本管破損。 18時に復18。

•松神本管破損。 19時15分懐I巳。

5月30日（月）
9:()() ・社会党調査団被害視察のだめ来村。

•赤十字より被害（破損）家屋へ救援物資納品。

5月31日（火）

•赤十字救援物資配結。

6月1日（水）

・固鉄五能線、岩範～岩館閻復1日。

・限知事及び累議会陳情。

6月2日（木）

•国鉄五能線痩日のだめ脇ノ沢川に工事施設を設定（秋鉄局）。

6月3日（金）

・行万不明者捜索ヘリコプター出動。

9:501 
10:15 i 

（ ・自民党地震調査団来村、岩崎村中央公民舘で陳禍。

10:30 
13:30） ・全員協謡会開催、鰺ヶ沢・木造万面各団こ陳悩。

6月4日（土）

・県知事及び関係OO課へ災害対策のだめ陳情。

6月5日（日）

・行方不明者遺体で発見される。

6月8日（水）

10:00 
g:00） ・衆議院災害対策特別委員一行来村。

6月9日（木）

・肖森県知事、町村会の合同中央陳情に参加。

・余震震度3、3回記録。

6用11日（土）
・余震あり。

6月12日（日）
・余震あり。

6月13日（月）
・村限民税、固定資産税、国保税の減免について告示。

R 



1. 陳清の要旨

昭和58年5円26日に発生しましだ「曰本憑中部地震」は、その震度の強さと範囲の広さ

は、ガつてないほどの規模であり、想像に絶する激甚的な被害を受けましだ。

損害額も当村だけで約17億円に及び、人心の動揺も言十り知れぬものガあります。

当村にあきましても、これガ災害復1日に最大の努力をいだす所存でありますガ、ご案内

のとおり過疎地域でもあり、財政力も誠に弱少で、自力のみでは到底これガ復滞はなし得

ぬ状態にありま芍。

何卒、以上の事情をご擬察くださいまして、国の速やガな対応と特別の助成措置を賜り

ますよう陳情申し上げるものでありま可。

1.激甚災害特別財政援助法の適用。

2.天災融資法の早期発動。

3.農林漁業金融公塵の融資枠の拡大及び｛昔入金の懺還延期措置。

4.蕪船保険金の早期支払いをはガること。

5.｛主宅金随公庫の融資枠の拡大及び昔入金懺還期間の延長。

6.災害復1日事業の事前着工を含め早期羞工の促進と財政上の助成

をはガること。

7.公立学校施設災害復1日費国囲負担法の適用。
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発刊にあだって

昭和58年5月26巳正午に発生しだ「1983年日本

洒中部地震」は岩誇村全域に、マワニチュード：

7.7という強震と津波を併発し、一瞬にして尊い

人命を奪い、船や建物等に大打撃をもだらしまし

だ。

これらの被害者の皆さんに1伽＼からあ梱みとあ貝

舞を申し上げますと共に故人に対してご冥福をお

祈りいだします。

この度の地震、津波による被害額は、実に17億
7干万円にも及び、当村初まって以来の大災害で

ありましだ。

村では即時、災害対策本郎を設置し、行政機構

の総力をあげて調査に、救済に、復1日対策にと、

国・票・村議会を始めとする各関係機関、各団体

等の強力なご指導ご支援のもとに各般にわだって

努力を傾注いだしましだ。

まだ、村民の多くの人達ガそれぞれの立場でご

思力くださいましだことに、深く感謝を申し上げ

ま可。

将来いつまだ、このような天災ガ襲来するかも

知れません。その時のだめにも、今回の体験を教

馴とすることの意義を考え、ここに写真並びに作

文を中心としだ記録集を作成可ることにしましだ。

ご協力くださいましだ沢山の方々に厚くあ礼を申

し上げま可。

この記録集ガ末尿く防災に役立つことを願い、

村民憲章にうだわれている、

rだくましい力をもつて豊かに発展する村づくり.J

を一段と進展させてゆく上での資料となることを

望んでお礼と発刊のことばといだします。

圏和59年3月

岩綺村長堀内辰悦

R 



霰り

被害概要と編集後記

昭和58年5用26巳午後塞時零分18秒、岩崎

沖西方約90km、北編40度24分、東径138度54分、
深さ5kmを震源と可るマワニチュード 7.7と

いう日本酒で発生しだ地震としては最大級の

巨大地震ガ発生。

岩00.深浦・むつ・秋田は需度5の強箆、

青森・八戸・盛岡・酒田では震度4の中震と

激しい揺れガ乗北六票を中心に広い地域に及

びましだ。

地震発生と共に急襲しだ7m前後の大津波

は、漁港を埋め思くし、漁船を呑み込み、釣

り人を浚（さら）い、そして民家を打ち砕いて、

地震の被害をさらに大きなものとしましだ。

落石は住宅、適路［こ襲いガガり数十ケ所で

住民の行く手を阻み、住家は亀裂ガ入り、そ

して1到壊し、避難を余儀なくされた地域もあ

りましだ。

国鉄五能線は鉄橋［こ亀裂ガ生じ、さらには

まくら木ガ浮いだりして運行不能となり、地

震囲後現場附近を走行中の気動車は閻一髪の

ところで1亭止、大惨事を免れ数日間立往生し

ましだ。

「日本洒中部地震丈こ命名されだ今回の地震

のマワニチュードは、巨大地震と呻ばれる恒

である7.7であり、日本洒側では最近にない最

大級の規模のものでありましだ。

この地震によりこうむつだわガ岩閲村の被

害は大きく、昭和58年6月6ヨ正午現在、岩

崎村災害対策本部ガとりまとめだ被害総額は

昭和58年度岩崎村一般会計予算（当初） 14億
7.412万1干円を20％以上も上回る実に17億

写真提供者

境 喜美雄

平 沢 暁

古田教男

7.712万4干円にも上りましだ。

6月6日現在の調べでは死者1人（他票人）、

住家半壊6戸、一部破損25戸、床上浸水1戸、

床下浸水10戸、非住家全壊3戸、半壊8戸の

53戸、公共施設としては、岩崎中学校・岩綺

小学校・岩崎南小学校の3校ガ校舎に亀裂ガ

生じ、水遵は3水源地で本管等ガ破損し大間

越部落を除く全ての地威で断水となりましだ。

漁港は4ヶ所で堤防等ガ崩壊し、岩綺漁港

では貯氷靡・翻田タンク・荷捌所ガ損壊、遵

路は国道県遵村遥12線ガ崩壊、河川は3ヶ所

で展岸等ガ崩壊、ガ［プ崩れは村内いだるとこ

ろで発生しましだ。

農業用施設としては、震遮3ヶ所、林道3
ヶ所、農業用水路・だめ池8ヶ所、水田は全

域にわだって被害ガ発生しましだ。

まだ商工被害も全村にあよび、自動車の滅

失7台、漁船は滅失16隻・流失20隻・破損30
隻の合わせて66隻に上り、被害額も2{意7.200
万円と特に大きなものとなりましだ。

村でも日本洒中部地雲災害対策本部を設け

被害調査と被害者救済、災害復日に全力をあ

げだところであるガ、岩崎村を直撃しだ地震

や津波を記録すると共に記録集を発行し、こ

の記録集ガ今後の災害時の一つの参者・教訓

になれば幸いです。

なあ、最後に本記録集発行にあだってだ<

さんの方々から貴重な写真や1本験談をあ寄せ

いだだいだことに対しここで厚くあ礼を申し

上げ、被害概要と編集後記といだします。

網集委員

西巻正治

菊 池 真 臣

菊 池 雄 司

昭和59年3月発行(1984年）

発行 毒森果・岩綺村
肯森県西津軽郡岩崎村大字岩崎字松原44の7

TEL01737-7-2111代1
編集 岩崎村役場・総務企画課

制作 闊あ励て固 印刷 川口印刷工業翻
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借り出したときは

。菜は笑筋に 1贔倍しましょう。
から 9 じつ 9も

・必ず期日を守りましょう。

•よごさないようにしましょう。

’’"め
・折目をつけないようにしましょう。

か

•また貸しをやめましょう。

キ9ヽラ No. 1492 
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